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【今月の表紙】�昨年 4月 6日に撮影した役場前運動グラウンドを囲うように咲く桜。毎年、花見をしながら

お弁当を食べる人や、スマホで桜を写真におさめる姿が見られます。



町 の ３ つ の 基 本 目 標
❶みんなで未来を拓くまち
❷安全安心で幸せに暮らせるまち
❸緑と活力にあふれた魅力あるまち

�3
月
1
日
に
行
わ
れ
た
議
会
冒
頭
で
、

町
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。
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善なる目的なくして、町の発展なし！
林伊佐雄町長が平成 29年度の施政方針を表明

み
ん
な
で
未
来
を
拓
く
ま
ち

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

未
来
を
担
う

人
材
の
育
成

ま
ち
づ
く
り
に
は

「
ひ
と
」
が
不
可

欠
で
す
。
人
が
い

き
い
き
と
輝
き
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
を
み
ん

な
で
一
緒
に
創
っ
て
い
く
。
人
々
が
支
え
合

い
、
い
き
が
い
と
誇
り
を
持
ち
、
輝
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
中
心

に
住
民
、企
業
、大
学
と
の
協
働
を
推
進
。「
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
支
援
事
業
」

の
活
用
や
、「
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
で
あ
る
集
会
所
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

加
工
工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち

が
主
体
的
に
、
創

造
的
に
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
、
特
色
の
あ

る
取
組
を
通
じ
て
三
芳
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
い
、
日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育

て
ま
す
。「
み
ら
い
の
ぞ
み
学
校
創
造
支
援

事
業
」
を
継
続
、
進
化
発
展
さ
せ
、
児
童
・

生
徒
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
、
知
性
と
感
性

を
豊
か
に
は
ぐ
く
み
、
健
や
か
で
朗
ら
か
に

成
長
で
き
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
支
援
を
要
す
る
児
童
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
教
育
を
、
よ
り
き
め
細
か
く
実
施
し
て

い
く
た
め
、
唐
沢
小
学
校
に
特
別
支
援
学
級

を
新
設
、
特
別
支
援
学
級
介
助
員
を
配
置
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
学
習
指
導
員
、
教
育
支
援

員
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
英
語
指
導
員
、
学
校
司
書
を

引
き
続
き
各
学
校
に
配
置
し
、
児
童
・
生
徒

を
多
面
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
三
芳
町
い
じ
め
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

施
行
に
伴
い
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
い
じ
め
防
止
等
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
安
心
安
全
な
学
び
の
場
と

な
る
よ
う
学
校
の
施
設
・
設
備
の
改
修
及
び

修
繕
を
計
画
的
に
実
施
。
今
年
度
は
、上
富
、

藤
久
保
小
学
校
の
外
壁
改
修
工
事
や
藤
久
保

中
学
校
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

等
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
は
「
三
芳

町
芸
術
文
化
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
を

稼
働
し
、芸
術
文
化
の
広
範
な
情
報
を
集
約
、

配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
そ
れ

を
活
用
す
る
と
共
に
、「
芸
術
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
」の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
欲
を
高
め
、

競
技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
青
少
年
を
中

心
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
制
度
」
を
創

設
し
ま
す
。

図
書
館

文
化
財

芸
術
文
化

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

財
政
に
関
す
る

「
市
民
大
学
講
座
」

を
開
催
。
若
く
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
今
年
度
は
、
若
い
世
代
が
財
政
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
設
け
ま
す
。ま
た
、週
末
ほ
っ

と
ワ
ー
ク
ス
、
子
育
て
ス
タ
ジ
オ
の
施
設
運

営
、
中
学
生
が
事
業
運
営
を
担
う
「
子
育

て
ス
タ
ジ
オ
中
学
生
ス
タ
ッ
フ
協
力
事
業
」、

中
高
生
へ
の
学
習
支
援
を
目
的
と
し
た
「
学

習
室
開
放
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
利
用

者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
月
曜
日

を
除
く
祝
日
も
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
製
作
し
た
よ
み
愛
読
書
ふ
る
さ
と
絵
本

「
お
い
し
く
な
あ
れ
富
の
い
も
」
を
活
用
す

る
な
ど
様
々
な
方
法
で
、
家う
ち
ど
く読

、
読
み
聞
か

せ
な
ど
の
読
書
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る

「
よ
み
愛
・
読
書
の
ま
ち
」
を
推
進
し
、
生

涯
に
わ
た
り
住
民
が
様
々
な
場
所
で
読
書
の

喜
び
を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

昨
年
度
は
、
町
指

定
文
化
財
の
旧
池

上
家
住
宅
の
茅
葺

屋
根
の
補
修
を
行
い
、
建
築
時
同
様
の
美
し

い
屋
根
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

旧
池
上
家
を
含
め
た
文
化
財
の
公
開
と
活
用

を
図
り
、
古
文
書
の
修
復
作
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
は
、
体
験
教
室
の

実
施
な
ど
後
継
者
育
成
支
援
や
保
持
団
体
の

活
動
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

地方自治体の目的は、住民の皆さまの福祉の増進にあ
ります。魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる
町を創ることです。この「善い目的」を一人ひとり

が内発的な目的として、真摯に追及し実践行動していく過程の中
で、その目的が私たちに大きな力を与えてくれるのです。世界に
は、多様な価値観があります。私たちは歴史に学び、人類の発展
にとって何が大切なのか。何を希求すべきなのか。今一度、立ち
返り考えなければなりません。私は、善なる目的なくして、人類
の発展も、地域の住民の皆さまの幸せもないと考えます。昨年度
は第5次総合計画が完成し、三芳町の新たなまちづくりがスター
トしました。少子高齢化、人口減少社会を迎え、魅力あふれ活力
ある町を創り、住んで良かった“愛するふるさと三芳町”に向け
て第一歩を歩み始めました。二期目も折り返しに入り、今まで取
り組んできた様々な施策が着実に成長し、花を咲かせ実を結びつ
つあります。スマートＩＣフル化も事業化が決定し、用地買収、
工事着工へ。健康長寿事業も最終年の3年目を迎え、埼玉緑の
トラスト14号地も用地買収が済み、整備完了します。公共交通
もデマンド交通の成果分析をもとに第2ステージへ。また、悲
願の鶴瀬駅西通り線も開通します。さらに地方創生加速化交付金
による拠点施設の整備も完成し、地域のまちづくりの自走へバト
ンタッチするなど、町にとって大きな節目の年であると考えます。
今年は、いよいよ夢をかたちに、計画を実行に移し、ダイナミッ
クに成長発展する時です。
―　平成29年施政方針　冒頭から　―

三芳町第５次総合計画

平成29年3月1日に第2回三芳町議会定例会で施政方針が発表されました。
まちの進む未来や今後の取り組みをその中からお伝えします。

三芳町をこれからどのよ
うに作っていくのか、そ
の方向性を描いたまちづ
くりの指針となる「三芳
町第5次総合計画」。平
成28年度～平成35年
度までの基本計画です。

▶右の表紙が目印。
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国
民健

康
保
険

公
共
交
通

区
画
整
理

安
全
・
安
心

財
政

道
路
整
備

防
犯
灯

深
刻
化
す
る
風
水
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も

地
震
と
は
異
な
る
自
助
・
共
助
の
あ
り
方
を

地
域
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ

て
、地
域
に
土ど
の
う嚢

を
常
備
集
積
し
て
お
く「
土

嚢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
モ
デ
ル
的
に
配
置
し
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
事
前
予
測
が
困
難
な
水
害

に
対
す
る
地
域
の
初
動
対
応
の
可
能
性
を
検

証
し
ま
す
。
ま
た
、
2
月
に
、
町
内
に
お
い

て
大
規
模
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

教
訓
と
し
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
火
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
発
災
時

に
は
落
ち
着
い
て
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
と
連
携
し
な
が

ら
、防
火
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
必
要
と
な
る
罹
災

証
明
発
行
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
被
災
者
支

援
の
手
続
き
を
迅
速
・
円
滑
に
行
う
た
め
、

被
災
者
台
帳
を
中
心
と
し
た
被
災
者
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
デ

マ
ン
ド
交
通
を
平

成
28
年
度
末
に
終
了
。
こ
の
間
に
得
ら
れ
た

成
果
を
活
か
し
、
交
通
審
議
会
、
地
域
公
共

交
通
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
交
通

の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
75

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図

り
、
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
移
動
に
切
り
替

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

今
年
度
で
第
4
回

目
を
迎
え
る
「
地

域
連
携
避
難
訓

練
」
は
、
徐
々
に
地
域
に
定
着
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
児
童
生
徒
や
高
齢
者
等
の
地
域

団
体
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
参
加
層
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、こ
の
た
び
策
定
し
た「
三

芳
町
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

き
、
避
難
所
開
設
後
の
運
営
に
つ
い
て
も
訓

練
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、年
々
大
規
模
化・

関
越
自
動
車
道
三

芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
フ
ル
化
及
び
車

種
拡
大
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
や
県
土
地
開
発
公
社
と
連
携
し
な

が
ら
用
地
買
収
を
行
い
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度
は
、
国

の
「
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
地
域
の
核
と
す
る
た
め
の

モ
デ
ル
箇
所
」
に
三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
周
辺
は
、
三
芳
バ
ザ
ー
ル
賑
わ
い
公
園

構
想
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
を
図
る
拠
点
と
し
て
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

事
業
手
法
や
施
設
機
能
の
調
査
を
進
め
、
基

本
構
想
を
策
定
。
こ
の
ほ
か
、
町
道
幹
線
21

号
線
道
路
修
繕
工
事
ほ
か
9
路
線
の
破
損
修

繕
を
行
い
ま
す
。
現
在
交
渉
中
の
幹
線
5
号

線
に
加
え
、
新
た
に
幹
線
16
号
線
も
国
道

２
５
４
号
線
と
の
交
差
点
か
ら
東
側
の
拡
幅

に
向
け
用
地
交
渉
を
進
め
、
歩
道
拡
幅
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
幹
線
19
号
線
と
国
道

２
５
４
号
線
と
の
交
差
点
ほ
か
1
路
線
の
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
長

寿
命
化
を
実
現
す
る
た
め
、
昨
年
度
橋
梁
補

修
設
計
を
行
っ
た
3
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
を

実
施
。
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
「
道
路
照
明
施
設
総
点
検
」
の
結
果
に
基

づ
き
、
順
次
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事

業
費
等
補
助
金

及
び
民
間
活
力
を
活
用
し
、
町
内
全
て
の
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
ま
す
。

昨
年
度
設
計
し
た

北
松
原
第
２
号
街

区
公
園
の
築
造
工

事
を
行
い
、
換
地
処
分
に
向
け
換
地
計
画
書

の
作
成
を
行
い
ま
す
。
藤
久
保
第
一
地
区
で

は
、
換
地
処
分
を
実
施
し
、
清
算
事
務
を
行

い
ま
す
。
富
士
塚
地
区
で
は
、
都
市
計
画
道

路
鶴
瀬
駅
西
通
り
線
の
全
線
開
通
と
地
区
内

の
工
事
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検
証
と
策
定
に

向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。今

年
度
は
、
第
5

次
行
政
改
革
大
綱

の
最
終
年
で
す
。

行
政
改
革
の
取
組
に
よ
り
、
数
値
は
改
善
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
大
綱
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
総
点
検
を
行
い
な
が
ら
、
新
た
な
大
綱

を
策
定
し
、
引
き
続
き
歳
入
の
確
保
、
歳
出

削
減
を
進
め
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で

は
、
昨
年
度
、
1
億
円
を
超
え
る
寄
附
を
い

た
だ
き
、
町
の
財
政
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
寄
附
に
対
す
る
謝

礼
品
を
増
や
し
、
町
外
の
人
へ
の
周
知
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

同
時
期
に
急
速
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
更

新
時
期
が
集
中
す
る
た
め
、
財
政
負
担
が
短

期
的
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
各
公
共
施
設
の
修
繕
、
更
新

を
行
う
た
め
、
新
た
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
す
。

安
全
安
心
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

健
康
づ
く
り

子
育
て
支
援

介
護
保
険

障
が
い
福
祉

埼
玉
県
か
ら
健
康

長
寿
埼
玉
モ
デ
ル

の
指
定
を
受
け
、

実
施
し
て
い
る
「
み
よ
し
野
菜　

食
べ
て
！

歩
い
て
！
健
康
長
寿
！
」
事
業
は
、
３
か
年

の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
人
口
の
5
％
、

２
０
０
０
人
の
住
民
参
加
に
よ
る
健
康
長
寿

の
町
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
に
対
す

る
予
防
意
識
の
啓
発
を
行
い
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
保

持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。新

た
に
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
に
か
か
る
様
々
な
問
題
の
早
期
発
見
に

よ
り
、
児
童
虐
待
の
防
止
や
貧
困
、
Ｄ
Ｖ
対

策
な
ど
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉

県
と
連
携
し
、
新
た
に
子
ど
も
を
望
む
夫
婦

に
対
し
て
、
早
期
の
不
妊
検
査
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
第
3
子

以
降
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
る
世
帯
に
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン

を
配
布
し
、
経
済
的
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
町
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の

民
営
化
検
討
委
員
会
の
報
告
を
踏
ま
え
て
民

営
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
事
業
者
の
選

定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
「
選
定
委
員
会
」
を

設
置
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま

え
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

第
7
期
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成

30
年
～
平
成
32

年
）
を
策
定
し
、
現
在
進
め
て
い
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
よ
り

町
直
営
に
加
え
、
2
か
所
を
増
設
、
地
域
に

お
い
て
の
相
談
等
支
援
強
化
を
図
り
、
き
め

細
か
な
高
齢
者
支
援
に
努
め
ま
す
。
介
護
予

防
事
業
と
し
て
は
、
各
介
護
予
防
教
室
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
、
今
後
も
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
引
き
こ
も
り
予
防
、
独
居
高
齢
者
の
見

守
り
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
「
い
も
っ
こ

体
操
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
認
知
症
予
防

事
業
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
「
認

知
症
講
演
会
」、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
継
続
し
、
認
知
症
高
齢
者
と
そ
の

家
族
の
支
援
に
努
め
ま
す
。障

害
者
差
別
解
消

法
を
核
と
し
た
取

組
と
し
て
、
様
々

な
事
業
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
、
そ
の
目
的

を
効
果
的
に
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
者
施
策
全
般
の
基
本
的
な
方
針
を
定

め
る
「
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
と
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
量
や
そ
の
確
保
の
方
策
を
定
め

る「
第
5
期
障
が
い
福
祉
計
画
」を
策
定
し
、

障
が
い
者
福
祉
の
推
進
を
図
り
、
共
生
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
加
え
て
、
三
芳
町

手
話
言
語
条
例
の
「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」

と
の
理
念
を
広
く
周
知
し
、
身
近
に
手
話
に

触
れ
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
「
初
め
て
の

手
話
講
座
」を
実
施
。「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」

で
は
引
き
続
き
、
企
業
や
団
体
に
も
運
動
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

財
政
運
営
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、

一
般
会
計
か
ら
の

多
額
の
繰
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
平
成
30

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化
が

図
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率
を
踏
ま
え
て
市

町
村
で
決
定
す
る
仕
組
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、県
や
他
市
町
村
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、

国
保
運
営
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
の
財
政
健
全
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。



企
業
誘
致

農
業
改
善

観
光
促
進

環
境
問
題

下
水
道

水
道
事
業

づ
き
、
工
業
系
エ
リ
ア
や
「
み
ど
り
共
生
産

業
ゾ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
開
発
誘
導
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

都
市
近
郊
農
業
と

し
て
の
利
点
を
活

か
し
、
加
工
品
の

研
究
開
発
の
み
な
ら
ず
、教
育
、自
然
環
境
、

観
光
産
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野
と
地
域
農
業

を
組
み
合
わ
せ
た「
6
次
産
業+

（
プ
ラ
ス
）」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
域
農
業
の
振
興
と

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
研
究
会

に
よ
る
「
み
よ
し
野
菜
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
戦
略
事
業
や
、
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
農
業
改
善
を
目
的
と
し
た
機
械
・

施
設
等
の
整
備
費
用
の
一
部
助
成
や
廃
マ
ル

チ
フ
ィ
ル
ム
の
処
理
費
等
の
助
成
も
引
き
続

き
実
施
し
、
安
定
的
・
効
率
的
な
農
業
生
産

の
確
保
や
減
化
学
肥
料
農
産
物
の
生
産
を
促

進
し
ま
す
。

町
で
は
昨
年
度
、

地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
事
業
が
採

択
さ
れ
、
交
付
金
に
よ
り
農
業
セ
ン
タ
ー
を

改
修
し
、
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
地
元
農
業

者
や
「
富
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員

会
」
の
意
見
を
踏
ま
え
、
町
の
歴
史
や
文
化

を
活
か
し
た
観
光
情
報
の
発
信
、
と
れ
た
て

野
菜
や
6
次
産
業
商
品
の
直
売
、
食
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
観
光
拠
点
と
し

て
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
行
っ
た

今
後
、
町
が
活
力

を
維
持
し
、
持
続

可
能
な
行
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
に
は
、
企
業
の
誘
致
・
留

置
が
必
要
不
可
欠
で
す
。ま
た
、三
芳
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化
に
よ
り
、
今
後
、
企
業
立

地
の
優
位
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、今
年
度
、

都
市
計
画
課
に
新
た
に
企
業
誘
致
担
当
を
設

置
し
ま
す
。
企
業
誘
致
担
当
で
は
、
企
業
か

ら
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
と

と
も
に
、
企
業
誘
致
・
留
置
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
庁
内
調
整
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
企
業
へ
の

情
報
発
信
や
、
埼
玉
県
と
連
携
し
な
が
ら
県

内
へ
の
立
地
意
欲
の
あ
る
企
業
へ
の
働
き
か

け
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
長
と
企
業
の

情
報
交
換
会
等
を
実
施
し
、
企
業
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
で
企
業
留
置
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
第
5
次

総
合
計
画
基
本
構
想
の
土
地
利
用
区
分
に
基

様
々
な
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
観
光

促
進
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
元
農
業
者
や
住

民
、
民
間
企
業
、
各
種
団
体
等
、
様
々
な
主

体
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
明
治
31
年
に
さ
つ
ま
い
も
の
伝

統
品
種
「
紅
赤
」
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
来
年

度
で
１
２
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
来
年

度
ま
で
の
2
か
年
で
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、
町
の
貴
重
な
特
産
品
で
あ
る

紅
赤
の
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
産
地
と

し
て
の
三
芳
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昨
年
12
月
に
施
行
し
た
「
三
芳
町
を

き
れ
い
に
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
住
民
と

協
働
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
路
上
喫
煙
の
防
止
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
抑
制
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
ふ
じ
み
野
市

と
共
同
で
整
備
を
進
め
て
き
た
ふ
じ
み
野

市
・
三
芳
町
環
境
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
ま
し

た
。
環
境
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ご
み
を
処
理
す

る
熱
回
収
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

余
熱
利
用
温
浴
施
設
「
エ
コ
パ
」、
管
理
啓

発
施
設
「
環
境
学
習
館
え
こ
ら
ぼ
」
の
4
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。「
環
境
学
習
館
え
こ

ら
ぼ
」
で
は
、
施
設
見
学
や
環
境
に
関
す
る

体
験
型
学
習
講
座
を
通
じ
て
、
ご
み
の
減
量

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
一
方
、
三
芳

町
の
清
掃
工
場
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
民
間

の
知
恵
も
借
り
な
が
ら
有
効
な
活
用
方
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
、
異
常
気
象

に
よ
る
台
風
の
大

型
化
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
に
よ
る
被
害
が
全
国
的
に
相
次
い
で

い
ま
す
。
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
の
台
風
9

号
が
関
東
に
上
陸
し
た
際
に
は
、
砂
川
堀
の

り
面
の
崩
落
や
住
宅
床
下
浸
水
な
ど
大
雨
に

よ
る
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
害
の
な
い
生
活
環

境
を
守
り
、
雨
水
流
出
の
抑
制
を
図
る
調
整

機
能
を
整
備
す
る
た
め
、
一
般
下
水
道
全
体

計
画
を
3
か
年
で
策
定
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。
公
共
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
は
、
第
1
中
継
ポ
ン
プ
場
の

更
新
及
び
耐
震
工
事
を
2
か
年
で
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
管
路
の
耐
震
化

対
策
と
し
て
、
地
震
時
の
振
動
や
不
同
沈
下

に
対
応
す
る
た
め
の
工
事
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
水
道
の
高

区
配
水
区
域
の
水

量
不
足
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
上
富
地
区
の
配
水
管
布
設
工
事
を
引

き
続
き
実
施
し
、
安
定
給
水
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
竹
間
沢
東
地
区
の
配
水
管

布
設
替
工
事
も
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
浄
水
場
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

浄
水
場
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
中

央
監
視
設
備
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

―　

平
成
29
年
施
政
方
針
か
ら　

―

緑
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち

観
光
と
地
域

ブ
ラ
ン
ド

町
の
資
源
を

町
の
宝
に

多
様
な
広
報

世
界
農
業
遺
産
及

び
日
本
農
業
遺
産

に
つ
い
て
、
三
芳

町
、
川
越
市
、
所
沢
市
、
ふ
じ
み
野
市
の
3

市
1
町
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
の
も
と
、
昨

年
9
月
に
「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」

と
し
て
認
定
申
請
を
行
い
、
1
次
審
査
を
通

過
、
現
地
調
査
を
経
て
2
月
に
2
次
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
落
ち
葉
堆
肥
に
よ
る
循
環

型
農
法
は
、
持
続
可
能
な
農
業
、
生
物
の
多

様
性
な
ど
の
点
で
世
界
的
に
も
重
要
な
農
業

シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、国・

県
や
3
市
と
連
携
し
な
が
ら
、
世
界
農
業
遺

産
及
び
日
本
農
業
遺
産
の
認
定
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。
※
3
月
14
日
、
日
本
農
業
遺

産
認
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。さ

ら
に
、
町
に
は

平
地
林
や
三
富
新

田
な
ど
の
特
徴
的

な
緑
地
が
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
も
誇
り
の

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
保
全
し
、
優

れ
た
自
然
環
境
を
後
世
に
残
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
藤
久
保
の
平
地
林
に
つ
い
て

は
、
埼
玉
県
の
「
緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
第
14

号
地
」
に
指
定
さ
れ
、
用
地
取
得
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
ト
ラ
ス
ト
保
全
地

を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
世
代
が
活
用
で
き
、
地
域
へ
の
愛
着
、
自

然
へ
の
興
味
・
関
心
、
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
で
き
る
よ
う
な
体
験
事
業
な
ど
様
々
な
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
財
源
確
保
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
ト
ラ
ス
ト
保
全
の
た

め
の
寄
附
募
集
を
行
い
ま
す
。

三
芳
町
の
地
域
イ

メ
ー
ジ
を
形
成

し
、
広
く
発
信
し

て
い
く
た
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
広
報
み
よ
し
は
、
平
成
27
年
度
、
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
と

い
う
栄
誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度

も
埼
玉
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
3
部

門
で
特
選
と
な
り
、
今
年
度
の
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
工
夫
を
し

て
い
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
世
代
に
も
気
軽
に
広

報
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
広
報
紙
を
見
ら
れ
る
ア
プ
リ
「
マ
チ

イ
ロ
」
や
多
言
語
ア
プ
リ
「
カ
タ
ポ
ケ
」
を

今
年
度
も
継
続
し
て
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
「
声
の
広

報
」
と
「
点
字
広
報
」
も
引
き
続
き
実
施
し
、

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

昨
年
度
は
民
間
企

業
と
協
働
で
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
町

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
や
動
画
を
制
作
す
る
な
ど
、
町
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
住
民
の
皆
さ

ん
に
町
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
町
外
の
人
に
も
三
芳
町
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
広
報
大
使
に
イ
ベ
ン
ト
や
事

業
へ
の
参
加
な
ど
に
協
力
頂
き
な
が
ら
、
今

年
度
も
引
き
続
き
三
芳
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

き
ま
す
。
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シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン



　
社
会
の
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
ま
た
、
急
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発

達
と
普
及
等
に
伴
い
、
教
育
を
取
り

巻
く
社
会
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し

２つの基本方針に基づき、生きる力をはぐくみ、ぬくもりのある豊かな地域

社会を拓いていきます。

　　「未来を拓く学びの力」
変化の激しい社会を主体的に生きるための知性を高め、心身ともに健康で感

性豊かな心と創造性をはぐくみ、志を持って自らの未来を切り拓くたくまし

い人間を育成します。

　　「生涯にわたる学びと活動の場」
すべての住民が、みどり豊かな「ふるさと三芳」に誇りと愛着を持ち、豊か

な人生を送るため、生涯にわたって主体的に学び、その成果を生かすことの

できる活力ある生涯学習社会をめざします。

未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力

質の高い
学校教育の推進 安心・安全な

教育環境の整備

豊かな知性と感性をはぐくむ三芳教育

教職員研修の充実や、新たな人事評価
システムによる適正な人事評価を行い、
教職員の資質能力の向上を図り、学校
の教育目標の実現に向け、学校の教育
力が最大限に発揮できるよう努めます。
教材教具や学校図書館等の学習環境の
整備・充実を進めます。学校としての
説明責任を果たし「学校応援団」等家
庭や地域社会との連携を深め、特色あ
る教育活動を展開します。

１　教職員の資質能力の向上
２　�学習環境の整備・充実
３　�学校・家庭・地域が一体となった
教育の推進

児童生徒が安心・安全に生活できる教
育環境の整備に努めるとともに、学校
の教育活動全体を通じた安全教育の推
進や、教職員の危機管理能力の向上を
図り、学校の危機管理体制を一層充実
させ、地域ぐるみでの学校安全を推進
します。安全で豊かな学校給食を提供
するために、衛生管理の徹底を図り、
みよし野菜等の地場産野菜を積極的に
献立に取り入れ、地産地消を推進しま
す。栄養教諭等が各学校を巡回し食に
関する指導を実施するなど、食育の充
実に取り組みます。

１　子どもたちの安心・安全の確保
２　学校給食の充実

学校の教育活動全体を通じて発達段階
に応じた様々な体験活動を実施します。
また、一人一人の望ましい成長と自己
実現を支援するため、積極的な生徒指
導や教育相談活動を推進します。心身
ともに健康で安全な生活を主体的に実
践できる児童生徒を育成するため、体
力の向上と学校の体育的活動の充実を
図るとともに、健康教育や食育、安全
に関する指導を積極的に推進します。

１　豊かな心をはぐくむ教育の推進
２　教育相談・生徒指導の充実
３　人権を尊重した教育の推進�
４　�体力の向上と学校体育・健康教育
の推進

指導方法の工夫･改善と児童生徒一人一
人の「伸び」を把握し、「確かな学力」の
着実な定着を図ります。小中学校の相互
連携のもと、９年間の系統性を踏まえた学
習指導・生徒指導に取り組むとともに、一
人一人の教育的ニーズに応じた適切な教
育や、時代の変化に対応する教育、伝統
と文化を尊重しグローバル化に対応する
教育など、多様な教育活動を推進します。

１　確かな学力の育成
２　�伝統と文化を尊重しグローバル化
に対応する教育の推進

３　時代の変化に対応する教育の推進
４　進路指導・キャリア教育の推進
５　特別支援教育の推進 たしかな学力

ゆたかなココロ

すこやかなからだ

三芳町の教育について、重点的に実施する施策をご紹介します。
問 教育総務課（内線 533）

平成 29年度　教育行政重点施策education
1 1 1 1

文化財の保護と
郷土学習の推進

貴重な文化財を保護するため住民がそ
の価値を正しく認識し、文化財に親しみ
触れながら文化財を大切に思う心をはぐ
くむことが重要です。埋蔵文化財や古文
書など文化財の調査研究を進めるととも
に、資料館や旧島田家住宅における展示
や子どもたちの感性をはぐくむ体験活動
を推進します。また、車人形やお囃子な
ど、郷土芸能の体験や発表機会の確保
と後継者育成を支援します。

１　文化財の保存と活用
２　�資料館活動の充実

２

スポーツ ･レクリエーションの推進に
より、健康づくりとコミュニティの維
持・形成をめざし、各種スポーツ大会
や教室の企画・プログラム等を通して、
住民のスポーツ ･レクリエーション活
動の充実を図ります。また、指導者の
育成を進め、関係機関や団体との連携
を図り、地域のスポーツ活動の支援を
行います。

１　�スポーツ・レクリエーション活動の推
進と健康づくり

２　�スポーツ指導者の育成とスポーツ
活動支援

社会教育活動などの

推進

生涯学習社会の構築をめざし、主体的な
学習･文化活動を進めるため各施設との
連携を図るとともに、コミュニティの維持
形成を行い、豊かな地域を作っていくた
めに様々な取組を進めます。また、図書
館資料の整備充実を図るとともに、「よみ
愛・読書のまち」を推進し、読書の喜び
が共有できるまちづくりを展開します。

１　社会教育活動の充実
２　人権教育活動の推進
３　公民館活動の充実
４　�図書館サービスの充実と読書活動の推進
５　芸術文化活動の推進

三芳の教育

て
い
ま
す
。

　
自
ら
の
力
で
変
化
を
乗
り
越
え
、
幸

福
な
生
涯
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
生
き
る
力

を
確
実
に
伸
ば
し
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
つ
と
な
り
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ

く
み
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
そ
の

能
力
と
可
能
性
を
開
花
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る

ま
で
、
ふ
る
さ
と
三
芳
の
み
ど
り
豊
か
な

自
然
や
伝
統
文
化
に
誇
り
と
愛
着
を
持

て
る
よ
う
に
、
文
化
財
や
地
域
の
歴
史
等

に
親
し
め
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
健
康
の
保
持

増
進
、
体
力
づ
く
り
を
推
進
し
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
機

会
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
三
芳
町
教

育
委
員
会
で
は
、「
第
２
期
三
芳
町
教

育
振
興
基
本
計
画
（
平
成
28
年
度
～
平

成
35
年
度
）」
を
策
定
し
、
基
本
理
念

の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
実
施
２
年
目
に
当
た

り
、
こ
の
計
画
を
実
効
性
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
計
画
の
基
本
目
標
と
施
策

に
応
じ
た
重
点
的
に
実
施
す
る
取
組
を

定
め
、「
平
成
29
年
度
教
育
行
政
重
点

施
策
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

豊かな心と
健やかな体の育成確かな学力と

自立する力の育成

青少年が生き生きと成長していくこと
を願い、小中学生を持つ保護者が家庭
教育のあり方についての学習をするな
ど、家庭における教育機能の向上を図
るために各種事業を実施していきます。
また、学校・家庭・地域が連携、協働
のもと、青少年の安全を地域が支えて
いけるような仕組みを作るためコミュ
ニティの維持・形成を行い、地域の教
育力の向上を図っていくことをめざし
ます。

１　家庭教育支援
２　青少年健全育成活動の推進

生涯にわたる学びと活動の場２ 生涯にわたる学びと活動の場２ 生涯にわたる学びと活動の場２ 生涯にわたる学びと活動の場２

家庭・地域の
教育力の向上

1

スポーツ・
レクリエーションの推進
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一般会計の歳入

町では、厳しい財政状況の中、限られた財源を活かしサービスを
行っています。税金がどのように活かされているのか。
平成 29年度予算案の概要をご報告します。 財務課 415

平成 29 年度 

民生費（33.6％）
41 億 679 万 2 千円

総務費（13.2％）
16億 1,089 万 7千円

土木費（14.7％）
17億 9,644 万 8千円

教育費（10.0％）
12億 1,888 万 5千円

公債費（12.2％）
14億 9,599 万 2千円

衛生費（7.8％）
9億 5,659 万 6千円

消防費（5.3％）
6億 5,087 万 6千円

その他（1.1％）
1億 5,216 万 4千円

議会費（1.1％）
1億 2,896 万 6千円

諸支出金（1.0％）
1億 2,401 万 9千円

厳
し
い
財
政
状
況

　

町
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
29
年
度
三

芳
町
一
般
会
計
予
算
案
を
作
成
し
議

会
に
上
程
し
ま
し
た
。
予
算
が
決
定

す
る
こ
と
は
、
町
が
行
っ
て
い
く
事

業
を
決
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
案
を
公
開
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
増

加
し
た
も
の
の
、
今
後
も
「
福
祉
・

医
療
・
介
護
」
な
ど
の
社
会
保
障

経
費
の
自
然
増
の
傾
向
は
続
い
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
建
設
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
今
後
の
返
済
経
費
（
公
債

費
）
の
増
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら

に
家
庭
で
の
預
金
に
あ
た
る
基
金
残

高
は
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
あ
っ
て
も
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
、
新

規
事
業
を
厳
し
く
精
査
し
、
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は

１
２
２
億
４
１
６
３
万
５
千
円
、
前

年
度
と
比
較
し
て
２
・
９
％
の
増
額

MIYOSHI11 MIYOSHI 10

特別会計項目 当初予算等金額 前年比 問い合わせ
国民健康保険特別会計 4,963,611 千円 △ 1.88% 住民課保険年金 154

後期高齢者医療特別会計 404,213 千円 5.54% 住民課保険年金 157
介護保険特別会計 2,515,394 千円 16.69% 健康増進課介護保険 184

水道事業
会計

収益的収入 867,751 千円 0.76%

上下水道課水道業務
上下水道課下水道業務
☎ 049-274-1014

収益的支出 833,174 千円 △ 0.38%
資本的収入 291,185 千円 △ 14.26%
資本的支出 414,365 千円 △ 19.21%

下水道事業特別会計 819,226 千円 5.73%

当初予算の推移
一般会計

予算三芳町の  

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
が
全

体
の
５
８
・
３
％
を
占
め
、
国
庫
支

出
金
１
０
・
７
％
、
町
債
７
・
９
％
、

地
方
消
費
税
交
付
金
６
・
２
％
、
県

支
出
金
５
・
５
％
、
繰
入
金
４
・
１
％

な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費

が
全
体
の
３
３・
６
％
を
占
め
、
続

い
て
土
木
費
１
４・
７
％
、
総
務
費

１
３・２
％
、
公
債
費
１
２・２
％
、
教

育
費
１
０・０
％
、
衛
生
費
７・８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
主
な
事
業
と
し
て
は
、
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
便
性
向
上
促
進
事

業
、
緑
地
保
全
事
業
、
防
災
行
政
無

線
（
固
定
系
）
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
整

備
事
業
、
健
康
長
寿
事
業
、
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
事
業
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
、
予
算
を
使
用
す
る

用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
歳
入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
行
わ

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
町
に
は
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
４
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保

険
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

で
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

つ
い
て
も
年
々
被
保
険
者
数
が
増
加

し
て
お
り
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
医
療
費

適
正
化
な
ど
さ
ら
な
る
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
財
政
運
営

の
健
全
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢
者

の
増
加
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
前

年
度
よ
り
も
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
経
費

削
減
、
健
全
経
営
し
、
安
定
給
水
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平成 27年度決算額 　約 149億円

平成 28年度見込額 　約 156億円

平成 29 年度見込額 　約 152億円

▼年度末借入金 ( 地方債 ) 残高
　一般会計の残高

117億
116億
115億
114億
113億
112億
111億

150億
〜

一般会計の歳出

▼平成 28 年度から
3 億 4,094 万 6 千円の
増額 ( 一般会計 )

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

過去５年間の推移

１
１
３
億
５
６
５
５
万
９
千
円

１
２
２
億
５
０
８
２
万
５
千
円

１
２
２
億
４
１
６
３
万
５
千
円

１
１
９
億
０
０
６
８
万
９
千
円

１
４
９
億
７
７
４
８
万
５
千
円

町税（58.3％）
71 億 4,095 万 5 千円

国庫支出金（10.7％）
13億 858万 5千円

町債（7.9％）
9億 6,840 万円

繰入金（4.1％）
4億 9,662 万 3千円

地方消費税交付金（6.2％）
7億 5,500 万円

諸収入（1.0%)
1 億 2,646 万 9千円

分担金および負担金(1.2%)
1 億 4,319 万 4千円

その他 (2.5%)
3 億 712万 2千円

寄附金 (1.0%)
1 億 2,400 万 4千円

県支出金（5.5％）
6億 7,128 万 3千円

繰越金（1.6％）
2億円

平成 29年度　一般会計予算額

平成 28年度　一般会計予算額

122 億 4,163 万 5 千円

119 億 68 万 9 千円
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特別会計予算

 借入金の状況 

平成29年度はスマートIC利便性向上
促進事業、緑化保全事業、土地区画整理
支援事業等における事業費の財源を確保
するため、借り入れを予定していますが、
年度末借入金残高については、平成28
年度見込額と比較し減額となっています。



食べて！歩いて！健康長寿！

この２年間の取り組みの一部をご紹介します

参加者募集中です！
一緒に健康長寿をめざしませんか？

2017 みよし野菜

参加申込書

私は三芳町で実施する健康長寿事業に参加しま
す。また、事業実施要綱に定められた義務を遵
守します。私は三芳町に（ 在住 ・ 在勤 ）して
います。

他にもヨガ、リズム体操などのスタジオプログラム「運動継続セミナー」や
健康の悩みを管理栄養士に相談する「個別相談会」を実施。

▶講座の取り組みにより、体力測定の結果に変化が見られました。

30秒間に椅子から何回
立ち上がりできるか測定

長座体前屈…�柔軟性を測
定

この事業において収集した個人情報は、健康長寿事
業の運営および成果分析調査などのため、町の指導
のもと委託業者、研究機関などが利用します。

□上記事項に同意します 

（同意しない場合は事業に参加できません）

氏名（ふりがな・性別）

生年月日

日中連絡のつく電話番号

保険の種別

昨年度の健康診断

導入セミナー希望日（第３希望まで）

住所
〒　　　－　　　

西暦 年 日

（男・女）

月

国民健康保険�・�社会保険�
後期高齢者医療�・�その他

□��町の健康診断を受診した。（国民健康保
険特定健康診査�等）
□�会社の健康診断を受診した。
□�人間ドックを利用した。
□�健康診断は受けていない。

①5月15日㈪10:00～12:00藤久保公民館

②5月27日㈯10:00～12:00藤久保公民館

③5月27日㈯14:00～16:00藤久保公民館

第１希望：　　第２希望：　　第３希望：
希望の日時を下記の①～③から選択し記入

食べて
歩いて

健康長寿

みよし野菜

平成 27 年度から始まり、現在 1,500 人以上が参加する健康長
寿事業「みよし野菜　食べて！歩いて！健康長寿！」。「運動習慣
の確立」と「食育の推進」をテーマに、皆さんの健康づくりを総
合的にサポートします。登山を楽しんだり、旅行に行ったり、美
味しいものを食べ歩いたり・・・生き生きとした生活の土台とな
るのが健康です。これを機にご自身の健康と真剣に向き合ってみ
ませんか。今年度が最後の参加のチャンスです !

理想の食事バランス、減塩、摂取
カロリーのコンセプトを伝えるた
めに作られた SMILE 弁当。淑徳
大学栄養学科と福祉喫茶ハーモ
ニーの協力で開発され、平成
28 年 10 月 5 日より販売開始
となりました。季節ごとにメ
ニューが変わり、春メニュー
は 5 月より販売予定。いつ
までも「食事を楽しむ」た
めに、ぜひお召し上がりくだ
さい。
販売場所：福祉喫茶ハーモニー

（コピスみよし内）
販売日：毎週水曜日（休業日は除く）
※販売個数に限りがあるため、当日の
9：00 ～ 10：00 に電話予約をお願
いします。
電話番号：090-1843-1366

歩数計を貸与し、町内５か所の
測定スポットでからだの数値を
測って健康管理。

足腰の筋力を鍛えることを目的
とした運動を、体を動かしなが
ら学びます。

自宅で簡単に運動ができるよう
に、１畳分のスペースで体をコ
ンディショニング。

内臓脂肪を減らすことを目的と
した講座。脂肪を減らすことの
大切さを学びます。

食を通じた健康づくりについて
学ぶセミナーを開催。食は健康
をはぐくみます。

楽しみながら運動習慣を身につ
けることを目的としています。
中央・竹間沢公民館で実施。

からだ、活動量を図る 筋力アップ講座 タタミ一畳の運動講座

減る脂 ― 講座 食育セミナー

金澤朋子さん

ハーモニー一日店長を務めた
三芳町広報大使アシスタント
Juice=Juice サブリーダー

参加申込書を 4月 28日までに健康増進課または保健センターにご提出ください。

運動講座

握力（kg) 開眼片足立ち ( 秒 ) CS-30 ( 回 )

COURSE

COURSE

COURSE

COURSE

COURSE

COURSE

25.0
26.0
27.0
28.0
29.0
30.0
31.0

講座前 講座後

握力

握力（右） 握力（左）

0

10

20

30

40

50

60

70

講座前 講座後

開眼片足立ち

開眼片足立ち（右）

開眼片足立ち（左）

0

5

10

15

20

25

30

講座前 講座後

ＣＳ-30

32.0

32.5

33.0

33.5

34.0

34.5

講座前 講座後

長座体前屈講座前▶講座後

➊握力（右）
➋握力（左）

➊ 29.3 ▶ 30.5 ➊ 47 ▶ 57
22 ▶ 26 33 ▶ 34.3

➋ 27.0 ▶ 27.8 ➋ 46 ▶ 61

➊開眼片足立ち（右）
➋開眼片足立ち（左）

講座前▶講座後 講座前▶講座後

― 講習後の効果 ―― 講習後の効果 ―― 講習後の効果 ― ― 講習後の効果 ―

講座前▶講座後

長座体前屈 (cm)

事業実施後の変化

問健康増進課健康長寿担当
（内線 182・183）

※ 日程が合わない人向けに平日のみの「簡易導入セミ
ナー」をご用意しています。詳細は健康長寿担当まで。
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問　政策推進室　内 423

information+
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miyoshimiyoshi

お知らせお知らせ
miyoshimiyoshi

newsnews

3/31
利用開始

東武東上線みずほ台駅、
始発～終電の時間まで

▶改札階…改札を出て右
（西口方面）、階段手前に
設置
▶地上階…東武ストアみ
ずほ台店内、サービスカ
ウンター傍

▶�相談日時　
　月・火・木・金（専任の相談員による相談）
　水（行政職員対応）
　午前の部 10:00 ～ 12:00
　午後の部 13:00 ～ 16:00

▶�対象者　町内在住、在勤、在学の人どなたでも

▶�場所　三芳町役場 2階　三芳町消費生活センター
　（観光産業課内）

お知らせ
miyoshi

news

問　三芳町消費生活センター　☎258-0019

「おかしいな」「こまったな」「どうしよう」迷ったら、すぐに相談！
三芳町消費生活センター

アダルト
サイトの

ワンクリック
請求

不審なハガキ
やメールなど
の架空請求

雨樋、外壁、
屋根など修理
の高額契約

入 間 東 部 地 区 消 防 組 合
（三芳町・富士見市・ふじみ野市）

〒356-0058　ふじみ野市大井中央1-1-19☎261-6000(代 )　 261-4395
http://www.irumatohbu119.jp/　 shobo@irumatohbu119.jp(代 )

火災の問い合わせ　☎(263)0119（音声案内）/救急病院の御案内　☎(261)6031（休日・夜間）

 ▼　火災・救助・救急の出場件数　平成 28 年中 (1 月～ 12 月 )

昨年中に管内で発生した火災件数は 51 件で前年と
比べ 15 件減少しました。しかし、火災により 3

人の尊い命が失われ、3人が負傷しました。救急件数は、
11,726 件で、前年と比べると 520 件増加。管内の出場
状況をみると、三芳町は 122件増加し 1,803 件、富士見
市が 218 件の増加で 4,992 件、ふじみ野市が 177 件の
増加で 4,928 件でした。管轄外の応援出場に 3件出場し
ました。※ 2月に三芳町上富で起きた大規模火災は 2/28
に鎮火しました。ご心配をおかけしました。

種別 件数
急病 7,475
一般負傷 1,599
交通 942
労働 282
その他 1,428
合計 11,726

救　急
種別 件数
火災 16

交通事故 13
機械事故 1
建物事故 36
その他 7
合計 73

救　助
種別 件数
火災 51
警戒 136
調査 86

救急支援 1,077
その他 113
合計 1,463

消　防

ＡＥＤをご活用ください。
①身近にあります… ＡＥＤは、駅・学校・ショッピングセンター・公共施設などに設置されています。

③普及に対し少ない使用率…昨年中、当消防組合管内で住民による救命処置件数は 112件。ＡＥ
Ｄ装着件数は 13件で約 1割でした。ＡＥＤを使って生存率アップにつなげましょう。

②安心して使えます… 電源を入れると操作方法が音声で流れます。電気ショックの要・不要は、Ａ
ＥＤが自動的に診断するので、誤って電気ショックを与える心配はありません。

▶対象者　75 歳以上の人で、平成 29年 4月 1日以降に
運転免許証を返納した人　　
▶必要書類　運転経歴証明書（警察署で発行のもの）
▶補助金額　1 人 1回 1万円　
▶補助内容　下記のうち、いずれか 1つを選択。上限 1
万円を補助。
①ライフバスの回数券を購入後、領収書を持って申請。
②ＰＡＳＭＯ等1万円分のチャージ後、領収書を持って申請。
③タクシーを利用。領収書を持って申請。

近 年、高齢者ドライバーによる交通事故が増
加しています。町では、誰もが安心して、

安全に外出できるよう、「運転免許返納特典制度」
を始めます。高齢者の人が公共交通機関を利用して、
これまでどおり気軽に外出できるようサポートします。

   ▶　利用時間

高齢者、ベビーカーを利用する人、お身体の不自
由な人など、駅を利用する全ての人にとって利

用しやすい駅となるよう、東武東上線みずほ台駅西
口にエレベーターが設置されます。エレベーターは
東武ストアみずほ台店内の奥に設置され、改札階ま
で行くことができます。

誰もが利用しやすい駅をめざして
みずほ台駅西口エレベーター
問　政策推進室　内 423　

どうしよう…

支払わないと大変なことになりますよ

「消防水利」をご存知ですか。火災が起きた際、消防用水として使う、「消火栓」
や「防火水そう」などの設備のことを言います。これらは、道路や歩道などに
設置され、その位置を示すために標識を掲げている、または、路上の蓋にマー
キングしているものなどがあります。これらの周辺は消火活動に支障がでるた
め駐車禁止です。ご協力をお願いします。

「消防水利」付近の
適正駐車 にご協力を

消防救助隊員の甲子園「消防救助技術指導会」 支援車を 21 年ぶりに更新

この支援車は、
当消防組合に 1
台しかない特殊
車両で、緊急消
防援助隊の登録

車両です。後方支援用として活躍し、大規模災害や多数傷
病者発生時に人員輸送や資機材搬送を行います。

５/10㈬９: ０0～※予備日 5/12

※ＡＥＤは、心肺停止になった場合に、心臓に電気ショックを与えて正
常に戻す医療機器です。

※標識の例。この標識周辺は駐車禁止です。

消防

日時：

場所：消防訓練場（東消防署）富士見市鶴馬 1850-1
内容：�救助技術の正確性・迅速性を競う、埼玉県第２

ブロック消防救助技術指導会を開催します。
問い合わせ：消防本部総務課　☎ 261-6004
車で来場の場合は富士見市民文化会館・キラリふじみの駐車場をご利用ください。

見学自由

※写真はイメージです

　　　　　　　　　　　　　　  ▶　設置場所
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安全安心で、みんなに優しい町を。
運転免許返納特典制度

平な立場でアドバイスや、情報提供を行い、
相談者と一緒に解決するために消費生活セ
ンターを設置しています。思い当たること
がありましたら、お気軽にご相談ください。

消 費生活センターをご存知
ですか。私たち消費者は、情

報や専門知識、交渉力が不十分なた
め不利になりがちです。そこで、消
費者と事業者との間で生じた商品や
サービスに関する悩みについて、公

■　
防
災
は　
見
な
れ
た
目
よ
り　
見
直
す
目
（
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合　
防
火
標
語
）

■　
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
（
２
０
１
6
年
度　
全
国
統
一
防
火
標
語
）
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図 書 館 だ よ り
保健センター　〒 354-0041　藤久保 185-1　☎ 258-1236　 258-5994　

hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp
保健・健康 / Health

MIYOSHI15

児童書

施設名 休日急患診療所 第二休日診療所 小児時間外救急診療所 イムス富士見総合病院（入院等が必要な救急小児）
所在地 ふじみ野市駒林元町 3-1-20 富士見市鶴馬 3351-2 ふじみ野市駒林元町 3-1-20 富士見市鶴馬 1967-1

電話番号 049-264-9592 049-252-4050 049-264-9592 049-251-3060
診療日 日曜・祝日・年末年始 日曜・祝日 月～土曜 月・木曜

診療時間   9：00 ～ 16：00
20：00 ～ 22：00 9：00 ～ 16：00 20：00 ～ 22：00 月・木曜が平日　18:00 ～翌朝 8:00 まで

月・木曜が祝日　 8:00 ～翌朝 8:00 まで

休日・夜間・小児時間外診療所
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〝学校・幼稚園〟に関する本別置紹介中

おともださにナリマ小
たかどのほうこ作
にしむらあつこ絵　
フレーベル館　2005 年 5 月発行
請求記号：913　タ
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中央図書館　☎ 258-6464
開館時間 /10:00 ～ 19:00（土・日18:00まで )
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日

竹間沢分館　☎ 274-1722
開館時間 /11:00 ～ 18:00
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日

配本所（中央公民館内）☎ 258-0050
開館時間 /9:00 ～ 21:00
休館日 / 原則第１月曜日（中央公民館休館日）

毎月 23 日は「よみ愛・読書の日」
三芳町図書館

※
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｐ
26
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

“よみ愛・読書”の絵本講座 －赤ちゃん・幼児と絵本－

読書ボランティア個別指導＆相談室
1 年生のハルオが、いつも通り学校に行くと、
教室も友だちもなんだかへん。そこは、キツ
ネの小学校だった。その後、ハルオの学校に
なぞの手紙が届いて…。キツネと人間のやり
とりが愉快な幼年童話。

三
芳
の
石
造
物

　
　
～
木
ノ
宮
地
蔵
堂
の
御お

ち

ょ

う

ず

ば

ち

手
水
鉢
～

　
　

み
よ
し

歴
史
探
訪

 

問 

文
化
財
保
護
課
☎
２
５
８
―
６
６
５
５

　

上
富
に
あ
る
木
ノ
宮
地
蔵
堂
境
内
の
石
造
物

と
い
え
ば
、
町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
奥
之

院
の
石
地
蔵
が
真
っ
先
に
出
て
く
る
が
、
他
に
も

数
基
の
石
造
物
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
今
回
は

地
蔵
堂
正
面
に
置
か
れ
て
い
る
御
手
水
鉢
を
紹

介
す
る
。聞
き
慣
れ
な
い
名
前
か
も
し
れ
な
い
が
、

神
社
や
寺
に
多
く
あ
り
、
参
詣
前
に

手
な
ど
を
清
め
る
と
き
に
使
う
水
鉢

と
い
え
ば
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
参
詣

前
に
身
を
清
め
る
の
は
、神
道
の
禊み
そ
ぎ（
川

な
ど
の
水
で
全
身
を
清
め
る
こ
と
）
を

元
に
し
た
考
え
で
、
お
清
め
を
簡
易

に
行
え
る
よ
う
に
寺
社
に
手ち
ょ
う
ず
し
ゃ

水
舎
と

御
手
水
鉢
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

木
ノ
宮
地
蔵
は
「
子
育
て
地
蔵
」

と
も
呼
ば
れ
、
縁
結
び
・
子
授
け
・

安
産
・
子
育
て
な
ど
の
願
い
や
祈
り
の

対
象
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
地
蔵

で
あ
る
。
そ
の
た
め
木
ノ
宮
地
蔵
堂
に
は
人
々
の

願
い
の
証
と
し
て
、
三
芳
町
域
だ
け
で
な
く
「
亀

久
保
」「
所
沢
村
」「
浅
草
」「
東
京
下
谷
」
な
ど

の
地
名
が
記
さ
れ
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、

信
仰
の
厚
さ
と
広
が
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。
現

在
の
地
蔵
堂
は
、
元
禄
十
三
年
（
１
７
０
０
）
に

建
築
さ
れ
た
小
屋
同
然
の
堂
の
破
損
が
ひ
ど
く

な
っ
た
た
め
、
安
永
六
年
（
１
７
７
７
）
に
改

築
さ
れ
た
堂
宇
だ
と
い
う
。

　

そ
ん
な
地
蔵
堂
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
御

手
水
鉢
は
安
山
岩
で
で
き
て
お
り
、
紀
年
銘

に
「
安
永
九
庚
子
季
十
一月
」（
安
永
九
年
は

１
７
８
０
、
季
≒
年
）、
奉
納
者
銘
に
「
山
城

ヤ
金
右
ェ
門
」「
柏
ヤ
喜

之
右
ェ
門
」「
布
ヤ
喜
右
ェ

門
」「
川
越
香
具　

商
人

中
」
な
ど
の
文
字
が
彫
ら

れ
て
い
る
。「
香
具
」
と
は

香や

し
具
師
、
つ
ま
り
露
天
商

の
こ
と
を
指
す
。
安
永
九

年
が
地
蔵
堂
の
改
築
か
ら

ま
だ
間
も
な
い
時
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
厚
い
信
仰

が
あ
っ
た
木
ノ
宮
地
蔵
堂

に
露
天
を
出
し
て
恩
恵
を
受
け
て
い
た
川
越

の
商
人
が
、
堂
宇
の
改
築
を
契
機
に
奉
納
し

た
御
手
水
鉢
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

木
ノ
宮
地
蔵
堂
で
は
春
と
夏
の
年
二
回
、

祭
礼
が
行
わ
れ
、
上
富
の
お
囃
子
や
出
店
が

楽
し
め
る
。
春
の
祭
礼
は
４
月
の
23
日
・
24

日
な
の
で
、
こ
の
機
会
に
訪
れ
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。
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　　　  ▶対象…40 歳以上の男女　　▶定員…各日 90 人
▶申込方法…保健センター窓口・はがき・FAX・メールで申し込みください。

6/19㈪・20㈫・21㈬

8:30/9:00/9:30/10:00/10:30/11:00

検診申込期間
４月１日〜 30日まで胃 がん検診

実施日時
40 歳以上の男女

前期募集開始

健やかな毎日を送るため、ぜひ活用を！

▶費用：500 円

接種を希望する人は実施医療機関に置いてある説明書を読み、かかりつけ医とよく相談のうえ接種してください。二市一町実施医療機関に
直接申し込んでください。対象者は、これまでに任意接種を含め、肺炎球菌ワクチンを接種したことがなく、下記➊または➋に該当する人です。
➊下表の生年月日に該当する人 ( 平成 29 年度対象者 )

➋接種日に 60 歳以上 65 歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいが
あり、日常生活が極度に制限される人（身体障害者手帳１級程度）
実施期間 /平成29年4月1日～平成30年3月31日　実施回数 /1回　自己負担金 /3,000円（生活保護世帯は無料）
実施場所 /三芳町・富士見市・ふじみ野市の実施医療機関（詳しくは「三芳町 保健センター事業一覧」をご覧いただくか「三
芳町 おとなの予防接種」で検索）。

年齢 生年月日
65 歳 昭和 27 年 4 月 2 日～昭和 28 年 4 月 1 日
70 歳 昭和 22 年 4 月 2 日～昭和 23 年 4 月 1 日
75 歳 昭和 17 年 4 月 2 日～昭和 18 年 4 月 1 日
80 歳 昭和 12 年 4 月 2 日～昭和 13 年 4 月 1 日

年齢 生年月日
85 歳 昭和 7 年 4 月 2 日～昭和 8 年 4 月 1 日
90 歳 昭和 2 年 4 月 2 日～昭和 3 年 4 月 1 日
95 歳 大正 11 年 4 月 2 日～大正 12 年 4 月 1 日
100 歳 大正 6 年 4 月 2 日～大正 7 年 4 月 1 日

５月13日㈯、5月16日㈫ 10:10 ～ 12:00

両日とも
① 13:30 ～ 14:30５月13日㈯、5月16日㈫ ② 15:00 ～ 16:00

両日とも

絵本はなぜ必要なのか、おすすめの絵本の紹介、家庭で・集団での
読み聞かせの方法などを学ぶ講座です。※ 2 日とも同じ内容
▶定員　各 15 人　▶申込方法…中央図書館で受付中。電話可。
※ 5/13 ㈯のみ保育あり。1 歳児以上 3 人まで。予約必須。

読み聞かせ・ストーリーテリング・紙芝居の実技などを希望の内容
で指導。1 コマ 60 分。グループまたは個人で受講可能。
▶対象　町内で活躍する読書ボランティア　▶定員　4 グループ ( 個人 )  
▶申込方法…中央図書館で受付中。電話可。

えほんワールド－「子ども読書の日」記念事業 無料

無料

無料

 ■ 申込方法
保健センター窓口、官製はがき・FAX・メールで申し込み。

《はがき・FAX・メールで申し込みする場合の必要事項》
➊胃がん検診申込➋住所➌氏名（ふりがな）➍生年月日➎

性別➏日中連絡可能な電話番号❼検査日の希望 ( 第 1 希望
～ 2 希望まで。ない場合は「希望なし」と記入）
 ■ 申込時のお願い
・ 官製はがきの場合は、締切当日の消印有効です。FAX・

メールの場合は締切日までの受付。申し込みは 4 月 30

日まで ( 締切厳守 )。30 日以降に抽選を行い、受診券の
郵送をします。受診券が届くまで 1～ 2 週間程度かかりま
すが、ご了承ください。

・ １回につき複数名のお申込みはご遠慮ください。
・  先着順ではありません。希望が多い場合は抽選を行います。
・ 家族以外の代理申込みはご遠慮ください。
・ 検（健）診受診日に町外に転出している場合は、対象にな
りません。

 ・ 同一年度内に同じ検（健）診を2回受診することはできません。

▶下記に該当する人は集団検診のバリウム検査はできません

➊食道、胃、小腸、大腸等、開腹手術（腹腔鏡下手術も含む）を受けたことがある（主治医と要相談）　➋食道、胃、小腸、大腸等の疾患
を治療中、経過観察中（主治医と要相談）　➌腎不全で透析中や心疾患のため水分制限を受けている　➍バリウム（造影剤）へのアレルギー
がある、バリウムの検査で過去に気分が悪くなったことがある　➎慢性呼吸器疾患等で常時酸素吸入をしている　➏妊娠中、またはその
可能性がある（授乳中は可能）➐ペースメーカーを入れている ( 主治医に検査可能か確認 )➑重度の便秘（バリウムによる腸閉塞を起こ
す可能性があります）＊その他、検診車内でのレントゲン検査（バリウム検査）のため、バスへの移動や検査台への移乗などに不安のあ
る人は医療機関での検診をお勧めします。また、バリウム検査の実施に際し、移乗した検査台が大きく左右に動きますので、過去に検査
中および検査終了後にめまい・吐き気、検査台につかまっていられない人も医療機関での検診をお勧めします。

◆ 高齢者肺炎球菌予防接種 ( 平成 29 年度 )

4月23日 ㈰　当日参加
① 10:15 ～ 10:45 えほんの部屋
　 1 ～ 3 歳向け ( 保護者同伴 )
② 10:55 ～ 11:10 自転車紙芝居
 　( みらい広場 / 雨天時は館内 )
③ 11:20 ～ 12:00 えほんの部屋 3 歳～小学生向き
④ 12:10 ～ 12:25 自転車紙芝居 ( みらい広場 / 雨天時は館内 )

下記のイベント会場は全て中央図書館

4月14日 ㈮　14:00 ～ 16:00　受付 13:45　

▶共催　みよし読書愛好会、図書館　▶定員…20 人

中高年の読書会 ～ビブリオバトル方式～ 無料

おすすめの本を持参し、1人 5 分以内で紹介。意見交換。聞くだけ
の参加も大歓迎。▶共催　みよし読書愛好会、図書館　▶定員　20 人
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和太鼓教室
　　　　　生徒さん募集

和太鼓という楽器を扱う基礎打法から、みんなで音を合わせて
一つの曲を演奏するための応用まで親切丁寧にご指導します。

和太鼓スタジオ「鼓屋」　三芳町藤久保850-5
☎049-293-5820（太鼓部） メール contact@kajihei.com
http://kajihei.blog136.fc2.com
←50歳・60歳・70歳からのニコニコシニアクラス同時募集！

6歳
から

参加
でき
ます
！

志木発の高速バス「VIPライナー」も運行中！

INFORMATION

新築 ・各種リフォーム　無料でお見積りいたします。

お気軽にご相談ください

おかげさまで５０年

三芳町役場 ☎ 049(258)0019（代表）
〒354-8555 三芳町大字藤久保 1100 ｰ 1

お知らせ
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

障がいを知り共に生きる
あいサポーター研修

都市計画課に
企業誘致担当を設置

私たちが障がい者に対して、できること
は何かを考え理解を深める「あいサポー
ター研修」。1時間半の簡単な研修です。
障がいとは何かを一緒に考えてみません
か。直接会場にお越しください。
▶�日時：4/3 ㈪ 10:00 ～ 11:30
▶�会場：役場 2階　202会議室
問�福祉課障がい者支援担当内 176

町では、町の歳入や雇用拡大を目的に企
業誘致を促進するため 4月 1日から都
市計画課に企業誘致担当を設置します。
問�政策推進室政策推進担当内 422～424

日本に住んでいる 20歳以上 60歳未満
のすべての人は、国民年金に加入するこ
とになります。加入者は、職業などによっ
て 3つのグループに分かれており、そ
れぞれ加入手続きが異なります。

【第 1 号被保険者】
自営業者、学生、フリーター、無職の人
などで、加入手続きは自身の住所地の市
区役所・町村役場の国民年金担当窓口で
行います。

【第 2 号被保険者】
会社員や公務員など、厚生年金保険や共
済組合に加入している人で、加入手続き
は勤務先が行います。

【第 3 号被保険者】
第 2号被保険者に扶養されている配偶
者の人で、加入手続きは第 2号被保険
者の勤務先を経由して行います。
問�住民課保険年金担当内 156

問�総務課職員担当内 407・408

国民年金加入制度

副町長に武澤安彦氏が就任

手話は日本語や英語と同じように、聴覚
障がい者の言語です。その言語を、聴覚
障がい者とふれあい、交流し、お茶を飲
みながら学んでみませんか。
▶�日時：4/25 ㈫ 13:30 ～ 15:00
▶�場所：藤久保公民館　学習室
▶�料金：無料
▶�申込み：直接会場にお越しください。
問�福祉課障がい者支援担当内 176
　�藤久保公民館☎ 258-0690

手話サロン

初めて手話を学ぶ人を対象に、手話奉仕員
の養成講習会を開催します。三芳会場と富
士見会場どちらでも受講できます。この機
会に手話を始めてみませんか(保育あり)。
▶�対象：高校生以上の町内および富士見
市在住・在勤の人

【三芳会場】

【富士見会場】

※開催日などは一部変更になる場合あり。
▶�定員：各会場 20人 ( 先着順 )
▶�料金：5,000 円 ( テキスト代・保険料 )
※保育はお子さん 1人につき 1,300 円
▶�申込み：4/3㈪～21㈮までに下記へ窓
口・郵送 (〒354-0021富士見市大字
鶴馬 1937-7)・FAX(049-252-0111)・
のいずれかで申し込み (申込書は、三
芳町福祉課、富士見市障がい福祉課、
富士見市社会福祉協議会で入手可 )。
問�富士見市社会福祉協議会☎254-0747

手話奉仕員養成講習会

消費税増税分 (3%) の影響を緩和し、社
会全体の所得と消費の底上げを目的に、
臨時福祉給付金を支給します。対象者は
4月中旬に申請書を郵送します。
▶�申請期間：4月中旬～ 7/31 ㈪
▶�支給金額：1人 15,000 円
▶�支給要件：平成 28年度分住民税非課
税で平成 28 年 1 月 1 日に町に住民
票がある人。

※住民税の課税者の扶養親族になってい
　る人や、生活保護の受給者などは除き
　ます。
※配偶者からの暴力を理由に三芳町に避
　難している人は、町に住民票がなくて
　も支給できる場合があります。
問�福祉課臨時福祉給付金担当内165～168

4月中旬に申請書を郵送
臨時福祉給付金

副町長　武澤安彦

教育長　古川慶子

日程
5/9 ㈫～平成 30年 2/9 ㈮の毎
週火曜日。全 46回
※特別講義は毎月第 2金曜日

時間 19:00 ～ 21:00
会場 藤久保公民館、中央公民館

日程
5/10 ㈬～平成 30年 2/7 ㈬の
毎週水曜日。全 46回
※特別講義は毎月第 2水曜日

時間 10:00 ～ 12:00

会場 富士見市市民福祉活動センターぱ
れっと

第2回三芳町議会定例会に
おいて議会の同意を得て、
4月1日付けで前三芳小学
校校長の古川慶子氏が三芳
町教育長に就任しました。

また議会の同意を得て、教育委員が就任
しました。
○教育委員…鈴木信之氏 (新任 )
問�教育総務課施設庶務担当内 533

教育長に古川慶子氏が就任
教育委員の就任

中学生以上で、弓道をやってみたい人、
体験したい人のための教室です。多くの
参加をお待ちしています。
▶�日程：5/6・13・14・27
　　　　6/3・10・11・17・24・25
▶�時間：全日程 14:00 ～ 16:00
▶�場所：三芳町弓道場
▶�定員：20人
▶�対象：中学生以上
　　　　(町内在住・在勤者優先 )
▶�料金：2,500 円 ( 傷害保険など )
▶�主催：三芳町弓道連盟
▶持ち物：弓、矢などは連盟で用意
　　　　　服装は運動しやすいもの
▶�申込み：4/23㈰までに総合体育館 (☎
258-0311) に申し込み。電話受付可。

問�生涯学習課スポーツ推進担当内 516
　�三芳町弓道連盟
　亀井☎ 090-9322-4868
　加藤☎ 090-8512-1042

平成 29年度
初心者弓道教室

平成 29年度固定資産税 ( 土地・家屋 )
の縦覧帳簿が縦覧できます。
▶�期間：4/1㈯～5/31㈬※土曜開庁含む
▶�時間：8:30 ～ 17:15( 土曜は 8:30 ～
　　　12:00 まで )

▶�場所：税務課資産税担当
【縦覧できる人】
町内に所有する土地・家屋の固定資産税
の納税者、その同居家族または代理人。

【必要なもの】
納税者本人が確認できるもの (運転免許
証・健康保険証など )
※代理人の場合は委任状が必要。
問�税務課資産税担当�内 135～ 138

固定資産税
縦覧帳簿の縦覧

パソコンなんでも相談室

パソコンを買ったけど使いこなせない
人、もっと楽に使いたい人など、相談室
を開催するのでご利用ください。
▶相談日：4/10 ㈪・4/24 ㈪・5/8 ㈪・
　　　　5/22 ㈪・6/12 ㈪・6/26 ㈪
▶時間：10:00 ～ 12:00（開催時間中
　　　　であれば随時相談可能）
▶場所：竹間沢公民館学習室
▶相談員：アドバイザー他
▶料金：無料　　▶定員：15人
▶�申込み：事前に予約していただくこと
をお勧めします。
※インターネットは無料のものについて
　は閲覧できます。
問�竹間沢公民館☎ 259-8311

第2回三芳町議会定例会に
おいて議会の同意を得て、4
月1日付けで前埼玉県職員
の武澤安彦氏が三芳町副町
長に就任しました。みよし大崎ジュニア

ハンドボールチーム募集

▶対象：町内・近隣市町に在住の小学 3
　　　　年生から 6年生の男子児童
▶募集人数：10人

▶料金：月額 4,000 円 ( 講師代・施設
　　　　利用料金など )
※その他、スポーツ安全保険 1,450 円
　( 年額 )、連盟登録料 500 円、練習用
　Tシャツ、各大会参加費・遠征費がか
　かります。
▶�申込み：総合体育館へ申し込み。
問�生涯学習課スポーツ推進担当�内 516
　�総合体育館☎ 049-258-0311

日時 場所
第1・2・3木曜日
17:30 ～ 19:30 総合体育館

休日
※詳しい日時は決
　まり次第連絡

総合体育館
または大崎電気工業
株式会社体育館

(三芳町藤久保 1131)

音訳朗読ボランティア
講習会 (中級 )

視覚に障がいがある人への理解を深め、
音訳朗読ボランティアとして必要な知
識・技術を学びます。
▶日時：5/18 ～ 7/27までの毎週木　
　　　　曜日10:00～12:00�全 11回
▶場所：役場 501会議室
▶対象：町内在住・在勤者で音訳朗読講
　習会初級修了者、また同程度の経験能
　力者。
▶料金：無料
▶定員：20人 ( 先着順 )
▶�申込み：4/28 ㈮までに下記へ電話・
FAX(274-1051)・窓口のいずれかで
申し込み。

問�福祉課障がい者支援担当内 178
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INFORMATION

電気工事業･管工事業/埼玉県知事（般-24）第45897号

三芳町上富1552

☎（049）258-0470（代）　FAX（049）258-9828

快適空間の創造　　エアコンのことなら！ 三芳町にお住いの方へ 広告

お迎えから火葬まで、消費税も含めて

費用が安くても、安心できる葬儀には理由があります

追加費用一切なし

24時間
365日

ふじみ野市大井中央4-9-12

厚労省認定 葬祭ディレクター１級所持

安置施設を所有（安置の追加費用不要）

安心のしののめの里のご葬儀安心のしののめの里のご葬儀

詳しくは

お気軽にお問い合わせください

三芳町北永井394-2

建築物･貯水槽清掃業登録

☎049-257-2658

㈱アゼル

で埼玉アゼル 検　索

0120-028-350Ⓡ

下記候補者が、三芳町農業委員会の委
員候補者選考委員会にて選考され、第 2
回三芳町議会定例会において、農業委員
会の委員として同意されました。
【農業委員会の委員 (敬称略 )】
田畑忠良・武田信太郎・林宗治・鈴木浩・
小山長吉・忽滑谷一夫・矢島恵理
▶�任期：平成 29 年 7 月 20 日～平成

32 年 7 月 19 日
問 三芳町農業委員会事務局 内 212

議会と 3 月定例会の結果報告・町政に
関する意見交換を行います。

問 議会事務局議事調査担当 内 602

地域の高齢者が集い、知識・教養・趣味
などの学びを通じて、交流する機会を創
出する高齢大学が 5 月から始まります。
▶�入学資格：町内在住の満 60 歳以上で

平成 29 年 5 月から平成 30 年 2 月ま
で通学可能な人

▶�申込み：4/10 ㈪から、平日 9:00 ～
17:00 までに希望する公民館の窓口
に申し込み ( 先着順 )。電話不可。

問 藤久保公民館 ☎ 258-0690
　 中央公民館 ☎ 258-0050
　 竹間沢公民館 ☎ 259-8311

農業委員会の委員の同意

ふれあい座談会
(議会報告会 )開催

高齢大学受講生募集平成29年度第 1回
埼玉県警察官採用試験
平成 29 年度第 1 回埼玉県警
察官採用試験を次のとおり行
います。

▶受付期間：4/3 ㈪～ 17 ㈪
▶試験日：5/14 ㈰
▶最終合格発表：8/22 ㈫
※受験案内など詳しくはホームページを
　ご覧ください。
問 東入間警察署警務課 ☎ 049-269-0110

公民館 時間・定員
藤久保公民館 金曜日の午前・100 人
中央公民館 金曜日の午前・60 人
竹間沢公民館 木曜日の午前・60 人

日程 時間・場所

4/22 ㈯ 9:30 ～ 12:00 藤久保公民館
13:30 ～ 16:00 竹間沢公民館

4/23 ㈰ 9:30 ～ 12:00 中央公民館

日時 場所
5/13 ㈯ 10:00 ～ 14:30 文化の杜公園
5/20 ㈯ 10:00 ～ 14:30 カリヨン広場

遺跡発掘調査
協力員募集

あなたの手で、町の歴史を掘り起こして
みませんか。
▶内容：発掘現場での調査業務 ( 堀り作
　業・作図作業など )
▶勤務場所：町内各地の遺跡
▶勤務時間：9:00 ～ 16:30( 時給 970 円 )
※基本的に 1 日単位の勤務ですが、半
　日のみの勤務もご相談ください。
▶対象：60 歳以下の体力に自信のある人
▶ 申込み：4/21 ㈮までに下記へ電話で

申し込み。面接の日時は後日連絡。
問 歴史民俗資料館 ☎ 258-6655

糸紡ぎから始まる
織物講座

児童館・学童保育室
臨時職員募集

綿を紡いで糸車で糸を作り、原始機 ( げ
んしばた ) で織ります。糸紡ぎに始まり、
身近な材料で織道具を作る体験をしてみ
ませんか。
▶日時：全 5 回 全日程 10:00 ～ 15:00
　4/15、4/16、5/21、6/18、7/23
▶場所：旧島田家住宅　▶定員：5 人
▶料金：1 人 3,000 円 ( 初回に徴収 )
　昼食費 1 人 500 円 ( 毎回徴収 )
▶対象：小学生以上で全 5回参加可能な人
▶ 申込み：4/10 ㈪までに下記へ電話で

申し込み ( 先着順 )。
問 歴史民俗資料館 ☎ 258-6655

①児童館 (4/1 ～ 9/30 まで・更新あり )

②学童保育室(4/1～9/30まで・更新あり)

※勤務日・時間は相談に応じます。
※労災保険あり。勤務条件により社会保
　険、雇用保険加入あり。
▶申込み：臨時職員登録申込書を総務課
　へ提出
※申込書は総務課またはこども支援課窓
　口、町ホームページから入手可 )。
問 こども支援課保育担当内 253 ～ 255
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勤務地 町内学童保育室 (4 ～ 5 人募集 )

勤務時間

平日 13:15 ～ 18:45
(5 時間程度のシフト制 )
土曜・1 日保育 8:00 ～ 18:45
(7 時間 45 分程度のシフト制 )

給与

【放課後児童支援員】時給1,030 円
【2 年以上児童福祉事業に類する事
業に従事した人】時給 950 円

【資格なし】時給 910 円

勤務地 藤久保児童館 (1 人募集 )

勤務時間 火～土曜 9:00 ～ 17:45
( 休憩 1 時間 )

給与

【児童厚生員】
①日給 7,150 円　②時給 890 円

【資格なし】
③日給 6,980 円　④時給 860 円

いらなくなった CD や DVD
とビー玉を使ってオリジナル
コマを作ります。

▶日時：4/29( 土・祝 ) 10:15 ～ 12:15
▶場所：環境学習館えこらぼ
▶定員：3 歳以上の 20 人 ( 先着順 )
▶申込み：下記まで電話で申し込み。
問 ふじみ野市環境課☎ 262-9022

環境学習館えこらぼ講座
CDとビー玉でコマ作り

県では、新社会人を対象に「新
社会人応援献血キャンペーン」
を実施します。県内の献血ルー

ムで献血にご協力いただくと、県限定の
レザーパスケースを差し上げます。献血
は身近にできるボランティア。社会人に
なった記念、献血にチャレンジしてみま
せんか。
▶日時：4/1 ㈯～ 6/30 ㈮
▶場所：県内の献血ルーム
問 埼玉県保健医療部 ☎ 048-830-3635

新社会人応援
献血キャンペーン

5 月から 9 月にかけては光化
学スモッグが発生しやすい時
期です。県では光化学スモッ

グ注意報について、メール配信サービス
を行っています。
【光化学スモッグ注意報が発令されたら】
➊屋外での激しい運動は避けましょう
➋目などに刺激を感じたらすぐ屋内へ
➌高齢者や子どもは特に注意が必要です
➍自動車の使用を控えましょう
問 埼玉県環境部大気環境課
　☎ 048-830-3057

光化学スモッグに注意

被災地の一日も早い復興を願うととも
に、震災を風化させないために『第 7
回東入間防災フェア』を開催します。ま
た、東入間青年会議所創立 35 周年記念
行事として『東入間丼グランプリ』を開
催します。
▶�日時：4/16 ㈰ 9:00 ～ 15:00
▶�場所：富士見市文化の杜公園
▶�内容：防災体験ブース、東北・熊本物

産展、救助犬実演、1 万人の笑顔のモ
ザイクアートなど

問 一般社団法人 東入間青年会議所
　☎ 261-2283
　( 平日のみ受付 13:00 ～ 16:00)

第7回東入間防災フェア
＆東入間丼グランプリ

より多くの住民に利用していただくた
め、4 月の住民相談から同じ内容の相談
については相談回数が 2 回までとなり
ます。
【住民相談とは】
住民相談は毎月第 1・第 3 木曜日に法
律問題などの解決に向けた助言などを行
うため、弁護士および人権擁護委員を相
談員として予約制で行われています。
問 総務課人権庶務担当内 402

住民相談
同一相談が 2回までに

毎週水曜日に実施
内職相談室

内職を探している人を対象に、毎週水曜日、
役場にて内職相談室を実施。紙製品・洋裁・
電気部品など見本もあります。予約不要。
▶日時：毎週水曜日　10:00 ～ 16:00
▶場所：役場 2 階 内職相談室
▶相談：来庁または電話で相談。
問 観光産業課商工観光担当内 215

毎年恒例
むさしの作業所春まつり
下記の日程で季節の花の販売
や縁日コーナーなど春まつり
を行います。

【フリーマーケット参加者募集】
▶募集区画：50 区画 ( 先着順 )
▶募集期間：4/17 ㈪～ 5/10 ㈬
▶出店協力金：500 円
▶申込み：下記へ電話またはメールで。
問 障害福祉サービス事業所
入間東部むさしの作業所☎ 252-5270

三芳町に新しい吹奏楽団が誕生。5/14
㈰の結成記念コンサート、11/26 ㈰の第
1 回定期演奏会に向けて一緒に音楽を楽
しみませんか。入団試験はありません。
▶�対象：高校生以上。
▶�練習日時：日曜・祝日 ( 月 2 ～ 3 回 )
　　　　　　18:00 ～ 21:00
▶�練習場所：コピスみよし、中央公民館など
▶�費用：月 3,000 円 ( 高校生 2,000 円 )
問 三芳ウインドオーケストラ
　後藤 ☎ 090-8810-2360

 miyoshiwindorchestra@gmail.com

三芳ウインドオーケストラ
メンバー募集
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造園工事・剪定・エクステリア
お気軽にお問い合わせください

上富1764―6 ℡259―1200
http://www.daimon-zouen.co. jp

相談種類 曜日（祝日除） 時間 相談場所 連絡先
住民相談（弁護士等が
相談を受けます） 第 1・3 木曜 13：15 ～ 16：30 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

女性相談 第 2・4 金曜 11：00 ～ 15：20 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）
司法書士相談 第 3 火曜 10：00 ～ 12：00 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）
行政書士相談 奇数月第 4 水曜 10：00 ～ 16：00 役場 1 階住民相談室（受付 : ロビー） 総務課（内線 404・405）
行政相談

（国の行政等への意見等） 偶数月第３木曜 13：15 ～ 16：30 役場 1 階住民相談室（受付 : ロビー） 総務課（内線 404・405）

外国人生活相談 ①毎週月曜
②毎週木曜

① 10：00 ～ 13：00
② 13：00 ～ 16：00

ふじみの国際交流センター
( ☎相談は 269-6450） 総務課（内線 404・405）

内職相談 毎週水曜 10：00 ～ 16：00 役場 2 階内職相談室 内職相談室（内線 292）

消費生活相談 ①毎週月･火 ･ 木 ･ 金曜
②毎週水曜 10：00 ～ 16：00 ①役場 2 階消費生活センター

②観光産業課
①消費生活センター（内線292）
②観光産業課（内線 214）

子育て相談 毎週月～金曜 随時受付 各保育所・子育て支援センター
第 2 保育所☎ 258-6858
第 3 保育所☎ 258-9961
子育て支援センター☎ 258-5106

児童家庭相談 毎週月～金曜 9：00 ～ 17：00 役場 2 階こども支援課 こども支援課☎ 258-0055

教育相談 毎週月～金曜 9：30 ～ 16：30 総合体育館 4 階教育相談室
電話相談は☎ 274-1023 学校教育課（内線 522）

大人の健康相談 第 3 水曜 9：00 ～ 15：30 保健センター（要予約） 保健センター☎ 258-1236

こころの健康相談 第 2 火曜 14：00 ～ 15：30 地域生活支援センター（要予約） 福祉課障がい者支援担当
（内線 176 ～ 178）

高齢者相談
（介護・認知症相談） 月～金曜 8：30 ～ 17：15

①三芳町地域包括支援センター
②みずほ苑みよし
③埼玉セントラル

①☎ 258-0019（内線 188･189）
②☎ 293-7341
③☎ 274-2080

高齢者リハビリ相談 月１回（要問合せ） 9：30 ～ 11：00 藤久保公民館 2 階図書室（要予約） 健康増進課（内線 188・189）
認知症カフェ 月１回（要問合せ） 10：00 ～ 12：00 けやきの家 けやきの家☎ 257-3232
福祉・生活相談
生活なんでも相談 毎週月～金曜 8：30 ～ 17：15 社会福祉協議会 社会福祉協議会☎ 258-0122

不動産相談 第 2 水曜 13：00 ～ 16：00 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 236）
マンション管理相談 第 3 月曜 13：30 ～ 16：30 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 236）

庁舎内 FAX番号内訳表
フロア 内線番号 FAX番号

1階
120～ 138 274-1050
140 ～ 158 274-1101
上記以外の 100番台 274-1051

2 階 242～ 268 274-1009
上記以外の 200番台 274-1052

3 階 300番台　 274-1054
4 階 400番台 274-1055
5 階 500番台 274-1056
6 階 600番台 274-1057

無料相談

問住民課住民担当 内 142 ～ 146

INFORMATION

安全性評価認定取得安全性評価認定取得

4 月の土曜開庁は 1 日です。
役場（本庁）の住民・福祉・税務などの
一部窓口と各出張所を開庁しています。
ぜひご活用ください。本庁、出張所ともに
8:30 から 12:00 まで開庁しています。

三芳町役場 ☎ 049(258)0019（代表）〒354-8555 三芳町大字藤久保 1100 ｰ 1

ゆずります
ゆずってください

声
の
広
報
み
よ
し：朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
け
や
き
」の
皆
さ
ん
が
朗
読
し
た
も
の
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

モノを買う前、捨てる前に、ぜひご利用
ください。モノを長く大切につかって、
節約やごみの減量に取り組みましょう。
 ▼  ゆずります
➊ヤマハアップライトピアノ
　(2000 年製・イス付 )
➋ひな人形

①上富幼稚園ジャージ上下 (L から LL)
②上富幼稚園半袖・半ズボン (L から LL)
問  環境課環境対策担当内 216・217

 ▼  ゆずってください

3 月 21 日現在までに集まった三芳町緑
化推進費寄附の総額は下記のとおりで
す。
▶寄附金総額…825,000 円
次の皆さんから寄附がありました。ご協
力ありがとうございます。（敬称略）
八巻保一 / 阿部征一 / 嶋村忠治 / 細沼英
一 / ㈱八興 / 秋坂ネジ工業㈱ / 飯能信用
金庫三芳支店 / 日本電針㈱ / 玉井商店㈱
/ 石坂産業㈱ / ㈱大門造園 / ㈱大門造園 
社員会 / 武蔵野倉庫㈱ / 斉藤工業㈱ / 東
友テクニカ㈱ / 小川伸子事務所 / 昭和ガ
ス㈱ / ㈲和建工業 / 井上製袋工業㈱ / 上
板塑性㈱ / ㈱アルプレート / 常磐警備保
障株式会社 / ヘアーサロン GEN/ 新星
機工㈱ / 三芳合金工業㈱ / プラスロジス
ティクス㈱ 関東事業所 / ㈱高野オート
サービス / ㈲三芳エアコンサービス / ㈱
篠原工業 / 星野電工㈲ / ㈲埼光 / ㈱大澤
建工 / ウィズグリーン㈱ / ㈱武蔵野ロジ
スティクス / ㈱三盛 / 金谷ガス㈱ / ㈲グ
リーンエクステリア船津 / いるま野農業
協同組合
問 環境課自然環境担当 内 218

所沢おおぞら特別支援学校では、ボラン
ティアの募集に伴い、学校紹介や障がい
についての知識、実際にクラスに入って
の体験を行う講座を開催します。

▶場所：埼玉県立所沢おおぞら特別支援
　　　　学校 ( 所沢市南永井 619-7)
▶定員：30 人 ( 先着順 )
▶申込み：4/28 ㈮までに下記へ電話で
　　　　　申し込み。
問 所沢おおぞら特別支援学校
　☎ 04-2951-1102

所沢おおぞら特別支援学校
ボランティア養成講座

日程 時間
5/13・5/20・6/3 8:45 ～ 11:45

5/25・5/30 8:45 ～ 15:00

離職中の看護職の人は
届出が必要
看護職の資格を所有し就業し
て い な い 人 は 県 ナ ー ス セ ン
ターへ届け出が必要です。転

居や出産育児などで離職した人は届け出
をお願いします。
▶届出方法：県看護協会ホームページの
　「とどけるん」のページから入力によ
　る届出、または下記にてご案内します。
問 埼玉県ナースセンター☎ 048-824-7220

土曜開庁は
第１土曜

4 月の土曜開庁は1日

※年末年始除く

5 月の土曜開庁は 6 日

県では、平成 29 年度の小児慢性特定疾
病医療費支給継続申請の受付を 6/15 ㈭
から開始します。
▶ 対象：現在、受給者証を持ち、引き続き

治療が必要な 20 歳未満の人の保護者
▶ 期間：6/15 ㈭～ 7/31 ㈪ ( 平日のみ )
▶ 場所：朝霞保健所
　　　( 朝霞市青葉台 1-10-5)
▶ 必要書類
申請書、医療意見書、健康保険証の写し、
受診者の加入する公的医療保険 ( 健康保
険 ) の被保険者の市町村・県民税課税 ( 非
課税 ) 証明書など
問 朝霞保健所 ☎ 048-461-0468

小児慢性特定疾病
医療費支給継続申請

平成 29年度
食品表示調査員募集

▶対象：県内在住で 20 歳以上の人
▶内容：食品販売店で日頃の買い物を通
して食品の表示を確認し、定期的に県に
報告 ( 年間 20 店舗程度 )
※ 6/13 ㈫か 6/15 ㈭のいずれかに研修
　会を開催します ( 参加必須 )。
▶謝金：5,000 円( 年間の活動を通じての
　上限。交通費などの支給はありません )
▶任期：6 月から平成 30 年 3 月まで
▶定員：100 人 ( 選考 )
▶ 申込み：4/21 ㈮までに、県ホームペー

ジ・ 郵 便・FAX(048-830-4832) の
いずれかで①氏名 ( フリガナ ) ②住所
③電話番号④年齢⑤職業⑥応募理由
(100 字程度 ) を明記の上、埼玉県農
林部農産物安全課 ( 〒 330-9301 さ
いたま市浦和区高砂 3-15-1) へ申し
込み。

※結果は 5 月末までにお知らせします。
問 埼玉県農林部農産物安全課総務・食品
　品質表示担当　☎ 048-830-4110

普通救命講習

三芳町緑化推進費
寄附金の報告

▶日時：4/16 ㈰ 9:00 ～ 12:00
▶場所：消防本部大講堂▶定員：30 人
▶対象：三芳町・富士見市・ふじみ野市
　　　　在住、在勤、在学者
▶ 申込み：4/3 ㈪～ 4/7 ㈮の間に下記

へ連絡し予約。
問 入間東部地区消防組合消防本部救急課
☎ 261-6673( 平日のみ 8:30 ～ 17:00)
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おたよりだより
広報みよしに寄せられた声をお届け！

FROM READERS

■
3
月
号
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で

取
り
上
げ
た
「
箱
根
駅
伝
の
走
り

を
ふ
る
さ
と
で
披
露
」
へ
の
お
た

よ
り

◆
箱
根
駅
伝
の
ラ
ン
ナ
ー
が
母
校

に
来
た
の
が
よ
か
っ
た
。（
Ｍ
さ

ん
）

◆
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
同
じ

町
内
に
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る

人
が
い
る
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と

の
町
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
く
れ

る
。素
敵
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

小
笹
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。（
Ｔ
さ
ん
）

◆
こ
う
い
っ
た
有
名
人
が
来
る
の

を
早
く
知
り
た
か
っ
た
…
。
娘
も

娘
婿
も
東
洋
大
学
の
卒
業
生
で

す
。（
Ｋ
さ
ん
）

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

今
年
、
箱
根
駅
伝
2
位
の

東
洋
大
学
で
、
7
区
を
走
っ
た
小

笹
椋
選
手
が
、
母
校
の
藤
久
保
中

学
校
で
生
徒
さ
ん
と
一
緒
に
走
っ

た
の
を
紹
介
し
た
ん
だ
よ
ね
！

小
笹
選
手
の
こ
と
は
、
昨

年
の
広
報
10
月
号「
夢
へ
の
軌
跡
」

と
い
う
、
町
内
に
住
む
ア
ス
リ
ー

ト
の
紹
介
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

わ
。
小
笹
選
手
に
憧
れ
て
、
第
2

の
駅
伝
選
手
が
誕
生
す
る
か
も
！

た
の
し
み
ね
★

■
3
月
号
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
で
取
り
上
げ
た
町
の
Ｐ
Ｒ
へ
の

お
た
よ
り

◆
先
日
映
画
館
で
三
芳
町
の
Ｃ
Ｍ

を
見
ま
し
た
！
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
三
芳
町
の
愛
が
溢
れ
て
い
て

素
敵
な
Ｃ
Ｍ
で
し
た
。（
Ｉ
さ
ん
）

◆
三
芳
町
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
裏
話
な
ど
が
聞
き
た
い

で
す
。（
Ｙ
さ
ん
）

◆
み
ら
い
く
ん
と
の
ぞ
み
ち
ゃ
ん

の
う
ま
い
棒
か
わ
い
す
ぎ
ま
す
。

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
チ
ロ
ル

チ
ョ
コ
や
う
ま
い
棒
を
、
企
画
と

し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。（
Ｈ

さ
ん
）そ

う
な
ん
だ
！
ぼ
く
た
ち

の
う
ま
い
棒
が
で
き
た
ん

だ
よ
ね
。
3
月
に
町
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
配
っ
て
い
た
ん
だ
よ
！

担
当
者
は
Ｃ
Ｍ
や
広
報
特

別
号
を
作
る
う
え
で
、
た

だ
見
て
も
ら
っ
て
終
わ
り
じ
ゃ
な

く
て
、
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
に
参
加
す

る
と
限
定
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が
も
ら

え
る
な
ど
、
町
内
に
足
を
運
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
こ
だ
わ
っ
て
企
画

し
て
い
た
わ
。
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冬
枯
れ
の
枝
垂
れ
梅
の
秀ほ

は
か
そ
か
に
も
風
に
ゆ
れ
つ
つ
目
白
あ
そ
び
ぬ

幸
福
の
木
に
初
め
て
の
花
ひ
と
つ
甘
き
か
お
り
の
部
屋
に
満
ち
充
つ

ふ
た
親
を
送
り
身
に
沁
む
ぬ
く
も
り
の
は
ら
か
ら
に
無
き
妻
の
や
さ
し
さ

夫
と
貼
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
障
子
紙
す
ぐ
破
ら
る
や
二
匹
の
猫
に

ペ
ン
ダ
ン
ト
惚
け
防
止
な
る
ア
ロ
マ
籠
め
妻
は
香
を
身
に
一ひ
と
ひ日

は
じ
ま
る

喪
の
あ
け
て
娘
の
折
り
し
祝
ひ
鶴
二
羽
を
か
ざ
れ
ば
胸
裡
は
れ
た
り

お
い
し
い
ね
み
ん
な
で
囲
む
鍋
料
理
み
よ
し
野
菜
は
落
ち
葉
の
め
ぐ
み

三
千
院
坐
し
て
お
は
す
か
御
仏
は
衆
生
救
は
む
と
前
に
か
し
ぎ
ぬ

鉢
に
植
ゑ
て
廊
下
に
末
枯
る
ほ
と
と
ぎ
す
む
つ
き
の
光
に
嫩
葉
は
ぐ
く
む

け
ら
け
ら
と
笑
い
声
す
る
古
民
家
に
座
敷
わ
ら
し
の
お
手
玉
あ
そ
び

塩

山

淑

子

森

下

茂

丸

山

昇

祖
父
江
桂
子

石

井

敏

男

村
上
美
奈
子

山
口
み
さ
子

高
　
山
　
和
　
江

町

田

勝

男

石

川

靖

子

【
編
集
後
記
】

♠
桜
舞
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
表

紙
で
ご
紹
介
し
た
三
芳
町
役
場
前
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
囲
う
よ
う
に
咲
く
桜

並
木
は
三
芳
町
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
で
す
。
ぜ
ひ
散
歩
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
佐
久
間
）

♥
い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま

す
。
心
機
一
転
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

迎
え
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
月
号
は
町
の
指
針
を
示
す
施
政
方

針
や
、
教
育
行
政
重
点
施
策
、
予
算

の
こ
と
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
ま

す
。
全
て
を
読
む
の
は
き
っ
と
大
変

な
の
で
、気
に
な
る
部
分
だ
け
で
も
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
町
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
見
て
も
ら
え

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
最
後

の
年
と
な
る
Ｐ
12
の
健
康
長
寿
事

業
。
気
に
な
る
け
ど
、
ま
だ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
み
な

さ
ん
が
良
い
1
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
☆
（
津
留
）

♦
4
月
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え

る
月
で
あ
る
と
同
時
に
、
桜
咲
く
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
満
開
の
桜
を
見

る
と
、
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
心
も
ど
こ
か
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。
新
し
い
生
活
が

始
ま
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

新
年
度
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
も
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
度
は
参
加
し
な
か
っ
た
人
で
も
、

今
年
は
心
機
一
転
し
て
参
加
し
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
須
崎
）

みんなの広場
Everyone

今月覚えてほしい日本手話は「紹介」「曜日」「保育付」「勉強」
そして「覚えたい」。三芳町と富士見市で学べる日本手話講座。
保育付きだから小さなお子さんをもつ人も安心して学べます♪

日本手話で広げよう心の輪
新しい言語「手話」はじめませんか？

―　AR はこの下をかざすとはじまります　―
http://goo.gl/eEHkAv

勉強

みよし
おうちカフェ

レシピ・写真協力：

みよし
今昔写真館

昔の写真を探しています。秘書広報室まで
ご連絡ください。☎258-0019（代表）

まちのマスコット「みらいくんとの
ぞみちゃん」が目印の三芳町浄水場。
写真は昭和 44 年頃の建設中の様子で
す。翌年昭和 45 年に完成。当時の 1
日の最大給水量は 4,500㎥でしたが、
その後水需要の変化に伴い、拡張工事
を重ね、現在では 24,000㎥。三芳町
の水道は県水と地下水からなり、安全
で清浄なお水をお届けしています。

三芳町浄水場　

パエリア

米 (無洗米 )･････････ 120 ｇ
水･････････････････ 240 ｇ
コンソメ･･･････････････1 個
塩・こしょう･･････････ 少々
ターメリック･･･ 小さじ 1/2
冷凍シーフードミックス ････ ･70 ｇ
ウィンナー･･･････ 1 ～ 2本
赤いパプリカ･･･････ 1/8 個
いんげん･･････････････1 本
トマトの水煮缶(ホール )････  65ｇ
にんにく････････････1 かけ
オリーブオイル･…大さじ 1

まちの掲示板

➊��赤いパプリカ、いんげんは斜めの細切り、ウィンナーは斜め切り、にんにくはみ
じん切りにする。
➋��A、ターメリック、こしょうを鍋に入れて煮立て、熱しておく。
➌��フライパンに小さじ 2 のオリーブオイルを熱してにんにくを炒め、香りがたった

らシーフードミックス、ウィンナー、赤パプリカ、いんげんの順に炒めて取り出す。
➍��フライパンは洗わずに残りのオリーブオイルを足し、米を入れて半透明に

なるまで炒める。軽くつぶしたトマトの水煮缶を加え混ぜる。
➎�➋の半量を加え、トマトをつぶしながら弱火で炒め煮にする。スープがなくなったら
　残りのスープを全部加え、アルミホイルをかぶせ、蓋をして様子をみながら炊く。
　※水分がなくなって、米が固かったら大さじ1～2の水を足して混ぜ、弱火で2分くらい足す。
➏ 炊き上がったら➌をちらし、蓋をして 5 ～ 10 分蒸らす。

＜材料：1人分＞

＜用意する道具＞
・包丁・まな板・フライパン(蓋 )
・へら・計量カップ・計量スプーン･
・アルミホイル・鍋

家元栄扇を偲び、懐かしい曲目な
ど32曲余りを演じます。
日 5/6㈯ 開場11:30 開演12:30
所 コピスみよし
無料(先着250人に粗品進呈)
問 柏原 ☎258-2191

ヨガ、ピラティス、気功を織りま
ぜたからだにやさしい呼吸法で気
軽にできるエクササイズです。
日 第2、4木曜日10:30～11:30
所 藤久保3区集会所・藤久保公民館
料 4,200円/3か月
問 合

ご う だ
田 ☎090-4591-8330

雄大な富士山・富士五湖や樹海を見下ろ
しながら東海自然歩道を歩きましょう。
5/14㈰鶴瀬駅西口6:00出発

【参加費】6,000円(バス・保険代含む)
【説明会】5/9㈫　18:00～
所 鶴瀬コミュニティセンター
主催　富士見市峠山の会
問 石塚 ☎253-4643

覚 え た い

大澤 秋良 さん･( 右 )
高波 美鈴･さん ( 左 )

今月の出演

松美流　栄扇会
35 周年記念おさらい会

ゆったりヨガ会員募集
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公開ハイキング 山梨県

愛夢作品展

足
あ し わ だ や ま

和田山

機械編や手編、ソーイングなどの作品
を展示。アクセサリー作りも行います。
日 4/8㈯ 10:00～18:00
    4/9㈰ 10:00～16:00
所 鶴瀬駅西口 サンライトホール
問 斉藤☎254-1779
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☎ 258-5106 258-5106　●子育て支援センター

●中央図書館☎ 258-6464 258-6488　 ●竹間沢分館☎ 274-1722 274-1722　

●保健センター☎ 258-1236 258-5994　

●北永井児童館 ☎258-9962 ●藤久保児童館 ☎258-9965 ●竹間沢児童館 ☎259-8315
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みんなであそぼ♪
なかよし広場

一語一絵、ほんとのであい
ブックスタートプラス

3 月 2 日㈭、子育て支援センターで行われた「なかよし広場」。
この日は 2 歳以上の子どもたちが遊びにきていました。手遊び
では、一生懸命先生のまねをする子どもたち。「ぱんだ♪うさぎ
♪こあら♪」と歌に合わせてノリノリ。たくさん笑いました。

ふれあい遊びでは、マ
マにくすぐられて大
きな口で笑う子ども
たち。楽しそうな声が
終始響き渡りました。

検索三芳町の子育て
子ども通信

Child

図書館独自事業
２歳児対象のブックスタートプラス

3 月７日㈫、中央図書館で２歳児歯科検診後に行われたブックス
タートプラス。今回対象となったのは 25 人。「普段から寝る前
に必ず絵本の読み聞かせをしています。本が大好きなんです」と
参加した保護者は話し、町の読書への関心の高さが伺えます。

集 中 し て み る 子 や、
夢中になって笑顔で
読み聞かせを楽しむ
子どもたち。最後に
好きな本を贈呈。

※児童館の行事は基本的に参加無料です。行事によっては年齢制限や定員設定、参加費等が必要な場合があります。
　詳しくは各児童館へお問い合わせください。また、来館する際はクルマに気をつけて来てください。　　　
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子育て支援センターイベント
みんななかよし、なかよし広場

■開放日：三芳元氣保育園（藤久保 3851）　日時：月～金曜　10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00　☎ 257-1101

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

北
永
井

新入生ハッスルタイ
ム 新小学 1 年生 4/18 ㈫

・19 ㈬ 14:00 ～ 15:00 新 1 年生あつまれ～！日替わりでいろいろな遊
びを楽しもう！　　　

ふれあい動物園 乳幼児親子 4/21 ㈮ 10:30 ～ 11:30 児童館で飼っているうさぎのミーナとふれあい
ましょう。

北児フラワーランド 幼児・
小学生以上 4/27 ㈭ 15:30 ～ 16:30

アサガオやヒマワリの種を蒔きます。みんなで
児童館をお花でいっぱいにしましょう。
定 20 人　予  　

藤
久
保

新入生ハッスルタイ
ム 新小学 1 年生 4/12 ㈬

～ 14 ㈮ 13:30 ～ 14:30 児童館でたのしく遊ぼう！（工作、レクゲーム
など）

竹
間
沢

将棋教室 小学生以上 4/6 ㈭ 10:00 ～ 12:00
福祉将棋・囲碁の皆さんが教えてくれます。初
心者でも大丈夫です。楽しく正しく学んで将棋
大好きになろう！　定 15 人　予　

新入生とみんなで遊
ぼうタイム 小学生以上 4/19 ㈬

・20 ㈭ 15:30 ～ 16:30 新 1 年生と上級生で色々な遊びを楽しもう！

3
館
共
通

新入生歓迎会
　①北永井児童館
　②藤久保児童館
　③竹間沢児童館

小学生以上・
幼児・保護者

①③ 4/15 ㈯
② 4/11 ㈫

①③ 14:00 ～ 15:30
② 13:30 ～ 15:00

児童館の紹介と使い方、あそびの名人の紹介、
レクゲームなど

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

なかよし広場

0 歳児
ねんねひろば

4/4 ㈫・12㈬
18 ㈫・26㈬

10:00 ～ 12:00

予約不要。部屋での自由遊び
11:15 ～絵本の読み聞かせ、歌や手遊び、ふれ
あい遊びを行います。
所 子育て支援センター

日程太字の日は園庭開放日 (10:00 ～ 11:00)

0 歳児
ハイハイひろば

4/7 ㈮・13 ㈭・
19㈬・27 ㈭

１歳児 4/6 ㈭・14㈮
20㈭・28 ㈮

２歳児～ 4/5 ㈬・11㈫
25㈫

0 ～ 5 歳児 全日 13:00 ～ 16:30 開室日の午後は全年齢が利用できます。

なかよし講座 2 ～ 3 歳児 4/21 ㈮ 10:30 ～ 11:30 「リズム体操」予 受付中※定員になり次第締切
定 15 組　所 藤久保児童館 2 階

わくわくタイム 0 ～ 5 歳児 4/3 ㈪・10 ㈪
17 ㈪・24 ㈪ 10:00 ～ 12:00 24 日㈪はお誕生会　11:00 から（予約不要）

手形取りは 10:30 まで　所 藤久保児童館 2 階

内　容 対　象 日　程 時　間 備　考

４か月児健診 平成 28 年12 月生 4/7 ㈮

受付
13:15 ～ 13:40
（時間厳守）

 保健センター
 母子健康手帳

１歳６か月児健診・３歳児健診は、コップ、歯
ブラシを持ってきてください。

10 か月児健診 平成 28 年 6 月生 4/21 ㈮

１歳６か月児健診 平成 27 年 9 月生 4/14 ㈮

２歳児歯科健診 平成 26 年 9 月生 4/11 ㈫

３歳児健診 平成 25 年 9 月生 4/18 ㈫

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

中
央
図
書
館

ぐりぐらタイム
①②第 1･3 金曜日

①６か月～１歳 4/7 ㈮・21 ㈮
5/5 ㈮

10:30 ～ 10:45
絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介。さまざまな
本に楽しく出会え、「聞く力」も伸びるように工
夫した内容です。毎回、違うプログラムです。
①②保護者同伴

②２･ ３歳～ 10:50 ～ 11:10

ぐりぐらタイム
原則第 1日曜日 ３歳～小学生 4/2 ㈰

5/7 ㈰
10:30 ～ 11:00
14:30 ～ 15:00

としょかんくらぶ
小学 1・2 年生

4/22 ㈯
10:10 ～ 11:00 読み聞かせ、ブックトーク。本の世界の楽しさ

を知り、一人で読む力もつくように工夫した内
容です。小学 3 ～ 6 年生 11:10 ～ 12:00

ブックスタート 平成28年12月生 4/7 ㈮ 13:30 ～ 14:30 4 か月児健診後、中央図書館にて

ブックスタートプラス 平成26年9月生 4/11 ㈫ 13:30 ～ 15:30 2 歳児歯科健診後、中央図書館にて

竹
間
沢
分
館

スイミーおはなし会 ４歳～小学生 4/15 ㈯ 10:30 ～ 11:00 絵本・紙芝居・ブックトーク

ぐりぐら絵本タイム
６か月～２歳 お休み

ー 絵本、おすすめ本紹介。竹間沢児童館「あそび
のへや」会場で行います。２歳～就園前 お休み

町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ナ
ッ
ク

も
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
！

マ
マ
も
せ
ん
せ
い
も

だ
い
す
き♥

お
も
し
ろ
い
よ
！

■お花見園庭開放：かみとめ幼稚園（上富 1567-4）  日時：4/9 ㈰  9:00 ～ 12:00　※雨天中止　 　　☎ 258-8998
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↓町内各小中学校の教育活動の充実に活用されます。↓地域の皆さんを守る、三芳町消防団新役員の皆さん。

町内小中学校の教育活動充実に 
三 芳 地 区 更 生 保 護 女 性 会 が 寄 付 三 芳 町 の 良 い と こ 全 国 にＰＲ

Ｊ：COM「 ご 当 地 サ タ デ ー ♪ 」地 域のことは、自分たちで守る 
三 芳 町 消 防 団 の 新 役 員 が 決 定

3 月 8日㈬、三芳地区更生保護女性会の皆さんが、募
金活動で集めたお金を、教育活動の充実のために役立て
てほしいと町内の各小中学校へ寄付してくれました。三
芳地区更生保護女性会は日ごろから地域における犯罪・
非行の予防活動をはじめ、町内中学校の家庭科のサポー
トをするなど学校との連携も行い、地域の子どもたちの
健全育成支援のための活動を積極的に行っています。

2月4日㈯、ケーブルテレビ J:COMで全国で生放送さ
れている地域のシティプロモーションを紹介する「ご当
地サタデー♪」に三芳町が登場しました。林町長と三芳
町出身で三芳町広報大使の吉澤ひとみさん、ＭＣの八木
亜希子さんの３人がＶＴＲを観ながら三芳町の魅力につ
いてトークを展開。東京から一番近い町、さつまいもの
名産地など町の魅力を全国に発信しました。

コピスみよしで毎年行われている「コピスみよし高校
演劇フェスティバル」。15年目を迎える今年、上演校
である新座柳瀬高校の演劇部が全国大会へ初出場しま
す。２月 22日㈬、演劇部の皆さんが町長を表敬訪問し
ました。昨年 12月、新潟市で行われた「第 52回関東
高等学校演劇研究大会」で最優秀賞と創作脚本賞を受
賞。全国大会は今年の 8月宮城県仙台市で行われます。

コピスの舞 台から全国大 会 へ  
埼 玉 県 新 座 柳 瀬 高 校 演 劇 部

↓三芳町オリジナルうまい棒を手にすると自然と笑顔になります。↓全国大会出場の報告に訪れた、新座柳瀬高校演劇部のみなさん。

スマホをかざすと

写真が動く
紙面に掲載されている映写機マークがある写真をスマホでかざすと写真が
動く「AR」を導入しています。体験するには「Aurasma」アプリが必要で
す。導入方法などは町ホームページをご覧ください。『三芳町AR』で検索！

ＡＲ動画をダブルタップすると全画面表示になりま
すので、ずっとかざす必要はありません。

2月23日㈭、コピスみよしで三芳
町のプロモーション事業の発表会
が、三芳町広報大使の吉澤ひとみ
さんとアシスタントの金澤朋子さ
んを招き行われました。埼玉県や
三芳町の魅力をトークセッションで
語った二人。「これからも埼玉県三
芳町をＰＲして町の魅力を発信して
いきたい」と今後の展望を話しまし
た。

2月19日㈰に、第48回入間東部
地区駅伝競走大会が開催。富士見
市立諏訪小学校から三芳町役場ま
での5区間20.6kmのコースを舞台
に行われました。スタートでは、沿
道の応援者によるカウントダウンが
行われ、号砲と同時に参加した97
チームが一斉にスタート。沿道の声
援を受けながら、チームで力を合わ
せ力強い走りで駆け抜けました。

三 芳 町 Ｐ Ｒ 戦 略 発 表 会第 48 回入間東部地区駅伝競走大会

三芳町の魅力発信！
Ｐ Ｒ 発 表 会 を 開 催

検索三芳町 AR

↑�ゴールの三芳町役場に駆け込む選手
たちを多くの人が出迎えました。

↓広報特別号の表紙拡大版を持つ吉澤ひとみさんと金澤朋子さん。ステージでは町の魅力を語りました。↓緊張のスタートの瞬間。たすきに込められたランナーたちの想いと共に２市１町を走る。

↑�埼玉県のマスコット「コバトン」を
手にしてのショット。

チームで力を合わせ
つ な い だ コ コ ロ

検索いいね三芳町

フォトニュースに掲載しきれないイベント
や写真は町の Facebook「いいね！三芳町。」
で配信中。ロゴがあるイベントは関連した
情報などを Facebook で公開しています。

三芳町
Facebook 公式アカウント

消防団員の皆さんは、他の職業に従事しながら災害時
には消防署員と協力、地域のため夜間巡回などの活動
を行っています。新役員を紹介します。（敬称略・○数
字は分団）《前列左から /富岡健太郎本部員 /鈴木秀幸
副団長 /清水邦宏団長 /小山幸宏副団長 /鈴木信成本
部員》《後列左から各分団長①柳澤貞尚 /②武田崇 /③
細谷健太郎 /④正木博之 /⑤池上昭彦》

写真提供協力 : ふじみ野市 ･富士見市



2 月 26 日㈰、保健センターでＳＮＡＰ
撮影会を開催しました。当日は 30 組
130 人を超える参加者が集まり、ふる
さと三芳町の思い出を家族や友人と一
緒に写真におさめました。この日撮影
した写真は「広報みよし」の表紙風に
してＡ４にプリントアウトしてプレゼン
ト。世界に一つだけの表紙。ＬＯＶＥ 
MIYOSHI のフォトプロップスを手にし
た皆さん自身が三芳町のＰＲに協力して
くれました。

三 芳 町 を 皆 さ ん の 手 で Ｐ Ｒ

2.26SUN

平成 28 年 8 月 1 日から平成 29 年 1 月 31 日まで町内の光学レンズメーカー「ケンコー・トキナー」とコラボしたフォ
トコンテストを開催しました。「一眼 de フォトコン」に 40 作品、「スマホ de フォトコン」に 71 作品の計 111 作品
が寄せられ、「一眼 de フォトコン」では、日本写真協会会員の田原栄一氏の審査によりグランプリが決定しました。
応募した全作品は「いいね！三芳町」の facebook からご覧いただけます。たくさんのご応募ありがとうございました。

結果発表

グランプリ 入選

世 界 に 一 つ だ け の 表 紙

※応募作品は facebook「いいね ! 三芳町」でご覧いただけます。 検索いいね三芳町

賞品　スマホ de フォトコン / 各入選 4 点…リアルプロクリップレンズ
吉澤ひとみ賞…吉澤ひとみさん直筆サイン　金澤朋子賞…金澤朋子さん直筆サイン

賞品　一眼部門 / グランプリ…三脚 ( エイブル 400DX-LE N)
各入選３点…ボディバッグ ( アオスタ OEJ ボディバッグ DEBD01)

スマホ deフォトコン
入選吉澤ひとみ賞 金澤朋子賞

Redmeganechan
(Instagram)

かっぱち d@pft47
(Twitter)

➊入選
yukixyuki2010
(Instagram)

➋入選
tomoen0420
(Instagram)

➌入選
ykm0308
(Instagram)

➍入選
@miki4796
(Twitter)

一眼 deフォトコン

（総評）女の子の表情がいい！また「超大漁」という
タイトルのセンスもいいですね！三芳町は住宅も工場
もありますが、畑も多く、農産物が身近に感じられる
というイメージがありますから、作者の思う「三芳町」
をうまく表現できたのではないでしょうか。もちろん、
写真を撮った作者のセンスがいいからですが、持ちき
れないほどの枝豆を手ににこやかにしてくれたモデル
の女の子にも感謝してくださいね。

「枝豆超大漁！」

（総評）一眼部門の作品
を拝見し、皆さん一定レ
ベル以上の腕をお持ちの
方ばかりだと感じまし
た。 た だ、 惜 し い の は
ちゃんと応募規定を見て
いないこと・・前回は「三
芳町をイメージさせる 3
で良し、といった内容で
も可」だったのが、今
回「一眼 de フォトコン」
部門は「三芳町内で撮影
した写真」とあります。
応募規定にそぐわないと
やはりダメですから気を
つけたいところです。皆
さんの視点で捉えた三芳
町をまた拝見したいで
す！

入選「雪の木の宮地蔵」
西谷光司 ( 三芳町 )

入選「紅葉のお地蔵さん」
吉岡伴明 ( 三芳町 )

入選「里神楽」
根本義弘 ( 川越市 )

みよし deフォトコン

牛丸智行（三芳町）

●➊ ●➋

●➌ ●➍
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写真
大募集！

我が子の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお子さんを募集しています。（町内在住者に限ります）
住所、氏名、連絡先、お子さんの名前 ( ふりがな）・生年月日を記入し、写真を郵送またはメール (2MB 以内 ) で送付ください。

窓口でも受け付けます。※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます。（写真返却不可）

ＱＲコードで簡単
に応募ができます

   

 

 

人口と世帯 ( 平成 29 年 2 月末現在 )
人口：38,321 人
( 男 19,170 人 / 女 19,151 人 )
世帯数：16,020 世帯

広報みよし　第 962 号 4 月 1 日発行
発行人 : 三芳町長　編集：秘書広報室　☎ 049-258-0019　
〒 354-8555 埼玉県三芳町藤久保 1100 番地 1　
広報配布について：シルバー人材センター☎ 049-258-7171

広報みよしの『取材・紙面編集・写真撮影・デザイン・レイアウト・文書作成・画像加工・校正』など印刷以外の作業は、全て広報担当職員が行っています。
AR（拡張現実）も『動画撮影・編集・ARへの同期作業』など全ての作業を広報担当職員が行い、印刷・製本以外の費用は一切かけずに、低コストで広報みよしをお届けしています。

広報みよしの『取材・紙面編集・写真撮影・デザイン・レイアウト・文書作成・画像加工・校正』など印刷以外の作業は、全て広報担当職員が行っています。
AR（拡張現実）も『動画撮影・編集・ARへの同期作業』など全ての作業を広報担当職員が行い、印刷・製本以外の費用は一切かけずに、低コストで広報みよしをお届けしています。

問秘書広報室☎ 258-0019 内 312
＜郵送での申込み＞〒 354-8555 秘書広報「みよしのアイドル」係
< メールでの申込み >hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp まで クイズ ＆ アンケートＱ

▶広報クイズ

▶アンケート

〒 354-8555
秘書広報「広報 4 月号」係
< メールでの応募 >
hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp
件名→「広報4月号係」まで

「みよし野菜 食べて 歩いて 〇〇長寿」

■応募方法

スマホから
QR コ ー ド
で簡単にク
イズ応募で
きます。

4/15 締切

お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。
広
報
ク
イ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

お
店
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
秘
書
広
報
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Q2　 取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。　
Q3　 広報に関するご意見・ご感想、町内で活躍されている人、おすす

めのお店などありましたらお聞かせください。

Q. 

○に入る言葉を記入し、住所、氏名、年齢、アンケート、おたより、ペン
ネームを書いて、下記の方法でご応募ください。

（
前
回
の
答
え
） 
「
総
合
」
。
22
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今年度が最後となる健康長寿事業は？

クイズ正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。当選者には引換券を発送し
ます。(商品の発送はいたしません。）引換券を三芳町役場３階秘書広報室に持参
し、プレゼントと交換してください。

塚本　結音ちゃん
H28.5.6 生

山本　倖太郎ちゃん
H28.10.12 生

抜井　大楽ちゃん
H27.11.26 生

楓梨　かりんちゃん
H28.10.23 生

今月のプレゼント（10名様）

この印刷物は、グリー
ン基準に適合した印
刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング
認定工場が印刷した
環境配慮製品です。

印刷製本：岩岡印刷工業株式会社

この印刷物は、グリー
ン基準に適合した印
刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング
認定工場が印刷した
環境配慮製品です。

内田　忍ちゃん
H28.9.14 生

今月のプレゼントは町のキャラクター「みらいくん＆のぞみ
ちゃん」グッズセット。エコバックや手ぬぐい、イヤホンジ
ャック、ボールペン、オリジナルシールをセットにしてプレ
ゼント。どしどしご応募ください！

み
ら
い
く
ん
は
「
水
の
精
」
。
三
芳

の
未
来
を
創
る
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て

１
９
８
９
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

 

後藤　心珀ちゃん
H27.2.10 生

みらいくん＆のぞみちゃんグッズセット


